
電
子
書
籍

万
葉
集



目
次
　
左
記
の
章
題
を
ク
リ
ッ
ク
又
は
タ
ッ
プ
す
る
と
各
歌
に
移
動
し
ま
す
。

大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど
〈
巻
一
・
二
〉　
舒
明
天
皇
の
国
見
の
歌

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
〈
巻
一
・
一
五
〉　
中
大
兄
皇
子

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
〈
巻
一
・
二
○
〉　
額
田
王

紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
〈
巻
一
・
二
一
〉　
大
海
人
皇
子

打
麻
を
麻
續
王
白
水
郎
な
れ
や
〈
巻
一
・
二
三
〉　
麻
續
王
を
哀
み
傷
み
て
人
の
作
れ
る
歌

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
〈
巻
一
・
二
四
〉　
麻
續
王
の
返
歌

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
〈
巻
一
・
二
八
〉　
持
統
天
皇

冬
ご
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
〈
巻
一
・
一
六
〉　
額
田
王

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
〈
巻
一
・
八
〉　
額
田
王

我
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
小
夜
ふ
け
て
〈
巻
二
・
一
○
五
〉　
大
伯
皇
女

二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
〈
巻
二
・
一
○
六
〉　
大
伯
皇
女

家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
〈
巻
二
・
一
四
二
〉　
有
間
皇
子

磐
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び
〈
巻
二
・
一
四
一
〉　
有
間
皇
子

玉
襷
畝
傍
の
山
の
橿
原
の
〈
巻
一
・
二
九
〉　
柿
本
人
麻
呂

楽
浪
の
志
賀
の
唐
崎
幸
く
あ
れ
ど
〈
巻
一
・
三
十
〉　
柿
本
人
麻
呂

楽
浪
の
志
賀
の
大
わ
だ
淀
む
と
も
〈
巻
一
・
三
十
一
〉　
柿
本
人
麻
呂

天
飛
ぶ
や
軽
の
路
は
吾
妹
子
が
里
に
し
あ
れ
ば
〈
巻
二
・
二
○
七
〉　
柿
本
人
麻
呂

表紙電子古典読書会 電子書籍 万葉集・操作ガイド
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梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序
〈
巻
五
〉　
大
伴
旅
人
　
新
元
号
「
令
和
」　
典
拠

あ
な
醜
く
賢
し
ら
を
す
と
〈
巻
三
・
三
四
四
〉　
大
伴
旅
人  

酒
を
讃
む
る
歌
　

我
妹
子
が
見
し
鞆
之
浦
の
室
の
木
は
〈
巻
三
・
四
四
六
〉　
大
伴
旅
人

秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
偲
へ
と
〈
巻
三
・ 

四
六
四
〉　
大
伴
家
持

わ
が
園
に
梅
の
花
散
る
〈
巻
五
・ 

八
二
二
〉　
大
伴
旅
人
　

風
雑
り
雨
降
る
夜
の
雨
雑
り
雪
降
る
夜
は 

〈
巻
五
・ 

八
九
二
〉　
山
上
憶
良  

貧
窮
問
答
歌
　
　

世
間
を
憂
し
と
恥
し
と
思
へ
ど
も
〈
巻
五
・
八
九
三
〉　
山
上
憶
良
　
貧
窮
問
答
歌  

反
歌
　

験
な
き
物
を
思
は
ず
は
〈
巻
三
・
三
三
八
〉　
大
伴
旅
人  

酒
を
讃
む
る
歌
　

天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ
〈
巻
三
・
三
一
七
〉　
山
部
赤
人  

富
士
の
山
を
望
め
る
歌

田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
そ
〈
巻
三
・
三
一
八
〉　
山
部
赤
人  

反
歌

憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む
〈
巻
三
・
三
三
七
〉　
山
上
憶
良
　

瓜
食
め
ば 

子
等
思
ほ
ゆ
〈
巻
五
・ 

八
○
二
〉　
山
上
憶
良
　

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
〈
巻
五
・ 

八
○
三
〉　
山
上
憶
良  

反
歌
　

秋
山
の
黄
葉
を
茂
み
迷
ひ
ぬ
る
〈
巻
二
・ 

二
○
八
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

黄
葉
の
散
り
ゆ
く
な
べ
に
〈
巻
二
・ 

二
○
九
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

う
つ
せ
み
と 
思
ひ
し
時
に
〈
巻
二
・ 

二
一
○
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

去
年
見
て
し
秋
の
月
夜
は
照
ら
せ
れ
ど
〈
巻
二
・ 

二
一
一
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

衾
道
を
引
手
の
山
に
妹
を
置
き
て
〈
巻
二
・ 

二
一
二
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

や
す
み
し
し 

わ
ご
大
君
の 

高
知
ら
す
〈
巻
六
・ 

九
二
三
〉　
山
部
赤
人

前
頁

次
頁
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春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
〈
巻
十
九
・
四
一
三
九
〉　
大
伴
家
持

帰
り
け
る
人
来
た
れ
り
と
〈
巻
十
五
・
三
七
七
二
〉　
中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌

我
妹
子
が
形
見
の
衣
な
か
り
せ
ば
〈
巻
一
五
・
三
七
三
三
〉　
中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌

君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
〈
巻
一
五
・
三
五
八
○
〉　
新
羅
に
遣
は
さ
れ
し
使
人
の
贈
答
歌
　

君
が
行
く
道
の
長
手
を
〈
巻
一
五
・
三
七
二
四
〉　
中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌

旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
〈
巻
九
・ 

一
七
九
一
〉
遣
唐
使
の
母
が
子
に
贈
れ
る
歌

春
の
日
の
霞
め
る
時
に
〈
巻
九
・ 

一
七
四
○
〉
高
橋
虫
麿
　
水
江
の
浦
島
の
子
よ
め
る
歌
　
　

常
世
辺
に
住
む
べ
き
も
の
を
〈
巻
九
・ 

一
七
四
一
〉
高
橋
虫
麿
　
反
歌
　
　

明
日
よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と
〈
巻
八
・ 

一
四
二
七
〉　
山
部
赤
人

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来
し
吾
ぞ
〈
巻
八
・ 
一
四
二
四
〉　
山
部
赤
人

石
激
る
垂
水
の
上
の
さ
蕨
の
〈
巻
八
・ 

一
四
一
八
〉　
志
貴
皇
子
の
懽
び
の
歌

士
や
も
空
し
か
る
べ
き
〈
巻
六
・
九
七
八
〉　
山
上
憶
良
　

白
珠
は
人
に
知
ら
え
ず
〈
巻
六
・
一
○
一
八
〉　
元
興
寺
の
僧
の
自
ら
嘆
く
歌

あ
し
ひ
き
の
山
河
の
瀬
の
鳴
る
な
へ
に
〈
巻
七
・
一
○
八
八
〉　
柿
本
人
麻
呂
　

み
吉
野
の
象
山
の
際
の
木
末
に
は
〈
巻
六
・ 

九
二
四
〉　
山
部
赤
人

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ぬ
れ
ば
〈
巻
六
・ 

九
二
五
〉　
山
部
赤
人

前
頁

次
頁

命
を
し
幸
く
よ
け
む
と
石
走
る
〈
巻
七
・
一
一
四
二
〉　
詠
人
知
ら
ず  

新
追
加
　

鶏
が
鳴
く
あ
づ
ま
の
国
に
〈
巻
九
・ 

一
八
○
七
〉
高
橋
虫
麿
　
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
よ
め
る
歌
　
新
追
加
　

勝
鹿
の
真
間
の
井
を
見
れ
ば
〈
巻
九
・ 

一
八
○
八
〉
高
橋
虫
麿
　
反
歌
　
新
追
加
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当
社
に
つ
い
て
（
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
表
示
・
お
問
い
合
わ
せ
）

前
頁

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
〈
巻
二
十
・
四
五
一
六
〉　
大
伴
家
持  

　
万
葉
集
最
後
の
歌

父
母
が
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
〈
巻
二
十
・
四
三
四
六
〉　
防
人
歌

唐
衣
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら
を
〈
巻
二
十
・
四
四
○
六
〉　
防
人
歌
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表示目次

大
和
に
は
　

群
山
あ
れ
ど
　

と
り

よ
ろ
ふ
　

天
の
香
具
山
　

登
り
立

ち
　

国
見
を
す
れ
ば
　

国
原
は
　

煙

立
ち
立
つ
　

海
原
は
　

鴎
立
ち
立
つ

美
し
国
ぞ
蜻
蛉
島
　

大
和
の
国
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

〈
巻
一
・ 

二
〉

天
皇
、
香
具
山
に
登
り
て
望
国
し
た
ま
ふ
時
の
御
製
歌



次
の
歌
へ　
　

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

大
和
に
は
　

群
山
あ
れ
ど
　

と
り

よ
ろ
ふ
　

天
の
香
具
山
　

登
り
立

ち
　

国
見
を
す
れ
ば
　

国
原
は
　

煙

立
ち
立
つ
　

海
原
は
　

鴎
立
ち
立
つ

美
し
国
ぞ
蜻
蛉
島
　

大
和
の
国
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

〈
巻
一
・ 

二
〉

天
皇
、
香
具
山
に
登
り
て
望
国
し
た
ま
ふ
時
の
御
製
歌

 

舒
明
天
皇
が
香
具
山
に
登
っ
て
望
国
を
さ
れ
た
時
に
作
ら
れ
た
歌

 

大
和
に
は
た
く
さ
ん
の
山
が
あ
る
が
、

と
り
わ
け
立
派
な
天
の
香
具
山
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

そ
の
頂
に
登
り
立
っ
て
国
中

 

立
ち
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

池
の
水
面
に
は
水
鳥
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飛
び
立
っ
て
い
る
。

こ
の
蜻
蛉
島
、
大
和
の
国
は
。

 

美
し
く
豊
か
な
国
だ
な
あ
、

 

を
見
渡
せ
ば
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                         

国
の
平
原
に
は
煙
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-02
https://dcp.co.jp/manyots/?p=262
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2488


表示目次

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待

て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ

出
で
な
　
　
　
　
　
　     
〈
巻
一
・ 
八
〉

額
田
王
の
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待

て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ

出
で
な
　
　
　
　
　
　     
〈
巻
一
・ 
八
〉

額
田
王
の
歌

  

額
田
王
の
歌

 

潮
も
満
ち
て
来
て
船
出
に
好
都
合
だ
、                      

さ
あ
今
漕
ぎ
出
そ
う
。

 

伊
予
の
国
熟
田
津
の
港
で
船
出
を
し
よ
う
と
月
の
昇
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら
、

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2490
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-08
https://dcp.co.jp/manyots/?p=366


表示目次

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し

こ
よ
ひ
の
月
夜
あ
き
ら
け
く
こ
そ

                                    

〈
巻
一
・ 
一
五
〉

中
大
兄
の
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し

こ
よ
ひ
の
月
夜
あ
き
ら
け
く
こ
そ

                                    

〈
巻
一
・ 
一
五
〉

中
大
兄
の
歌

  

中
大
兄
皇
子
の
歌

 

今
夜
の
月
夜
は
明
る
く
す
み
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 

海
上
の
豊
か
に
旗
の
よ
う
に
な
び
い
て
い
る
雲
に
入
り
日
が
差
し
込
ん
で
い
る
、

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2492
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-15
https://dcp.co.jp/manyots/?p=67


表示目次

冬
ご
も
り
　

春
さ
り
来
れ
ば
　

鳴
か

ざ
り
し
　

鳥
も
来
鳴
き
ぬ
　

咲
か
ざ

り
し
　

花
も
咲
け
れ
ど
　

山
を
茂
み

入
り
て
も
取
ら
ず
　

草
深
み
　

取
り

て
も
見
ず
　

秋
山
の
　

木
の
葉
を
見

て
は
　

黄
葉
を
ば
　

取
り
て
ぞ
偲
ぶ

青
き
を
ば
　

置
き
て
ぞ
嘆
く
　

そ
こ

し
恨
め
し
　

秋
山
吾
は
　   

〈
巻
一
・ 

一
六
〉

天
皇
の
内
大
臣
藤
原
朝
臣
に
詔
し
て
、
春
山
の
万
花
の
艶
、
秋
山
の
千
葉

の
彩
を
競
は
し
め
給
ふ
時
、
額
田
王
歌
を
以
て
判
ず
る
の
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

冬
ご
も
り
　

春
さ
り
来
れ
ば
　

鳴
か

ざ
り
し
　

鳥
も
来
鳴
き
ぬ
　

咲
か
ざ

り
し
　

花
も
咲
け
れ
ど
　

山
を
茂
み

入
り
て
も
取
ら
ず
　

草
深
み
　

取
り

て
も
見
ず
　

秋
山
の
　

木
の
葉
を
見

て
は
　

黄
葉
を
ば
　

取
り
て
ぞ
偲
ぶ

青
き
を
ば
　

置
き
て
ぞ
嘆
く
　

そ
こ

し
恨
め
し
　

秋
山
吾
は
　
〈
巻
一
・
一
六
〉

天
皇
の
内
大
臣
藤
原
朝
臣
に
詔
し
て
、
春
山
の
万
花
の
艶
、
秋
山
の
千
葉

の
彩
を
競
は
し
め
給
ふ
時
、
額
田
王
歌
を
以
て
判
ず
る
の
歌

天
智
天
皇
が
内
大
臣
藤
原
鎌
足
に
詔
を
し
て
、
春
山
の
万
の
花
の
艶
や
か
さ
と
、
秋
山
の
種
々
の
黄
葉
の
彩
り
を
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い

る
か
を
競
わ
せ
た
時
、
額
田
王
が
歌
で
判
定
し
た
歌
。

冬
が
終
わ
り
春
が
や
っ
て
来
る
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
冬
の
間
）
鳴
か
な

か
っ
た
鳥
も
来
て
鳴
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
冬
の
間
）
咲
か
な
か
っ
た

花
も
咲
き
ま
す
け
れ
ど
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
は
木
の
枝
や
葉
が
茂
っ
て
し
ま

い
入
っ
て
花
を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　

　
　
草
が
深
く
（
草
丈
が
高
く
）
花
を
手
に
取
っ
て

見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
秋
山
の
木
の
葉
を
見
て
は
、

　
　
　
　
　
　

色
づ
い
た
葉
を
手
に
取
っ
て
賞
美
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
色
づ
い
て
い
な
い
葉
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
嘆
息
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
を
恨
め
し

く
思
い
ま
す
が
、　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
ま
す
私
は
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2494
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-16
https://dcp.co.jp/manyots/?p=87


表示目次

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行

き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
一
・ 
二
○
〉

天
皇
の
、
蒲
生
野
に
遊
猟
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
額
田
王
の
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行

き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
一
・ 
二
○
〉

天
皇
の
、
蒲
生
野
に
遊
猟
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
額
田
王
の
作
れ
る
歌

 

天
智
天
皇
が
、
蒲
生
野
に
猟
を
し
て
遊
ん
だ
時
に
、
額
田
王
が
作
っ
た
歌

 

あ
な
た
は
紫
草
が
生
え
た
野
と
出
入
り
し
て
は
な
ら
な
い
御
料
地
の
野
を
行
き
来
し
な
が
ら
私
を
探
し
て

 

お
ら
れ
る
、
野
の
番
人
は
見
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
、
あ
な
た
が
私
に
向
か
っ
て
袖
を
振
る
の
を
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2504
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-20
https://dcp.co.jp/manyots/?p=93


表示目次

皇
太
子
の
答
へ
ま
せ
る
御
歌

紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ

ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め

や
も
　
　
　   

　
　
　
　〈
巻
一
・ 
二
一
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

皇
太
子
の
答
へ
ま
せ
る
御
歌

紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ

ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め

や
も
　
　
　   

　
　
　
　〈
巻
一
・ 
二
一
〉

 

皇
太
子
大
海
人
皇
子
の
御
返
歌

 

紫
色
の
高
貴
で
あ
で
や
か
な
あ
な
た
を
憎
く
思
う
の
な
ら
ば
、

 

　
　
　
　 

　
　  

人
妻
で
あ
る
あ
な
た
な
の
に
、
私
が
ど
う
し
て
恋
せ
ず
に
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2496
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-21
https://dcp.co.jp/manyots/?p=93


表示目次

打
麻
を
麻
續
王 
白
水
郎
な
れ
や

伊
良
虞
の
島
の
珠
藻
苅
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
〈
巻
一
・ 
二
三
〉

麻
續
王
伊
勢
国
伊
良
虞
島
に
流
さ
る
る
の
時
人
の
哀
み
傷
み
て
作
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

打
麻
を
麻
續
王 
白
水
郎
な
れ
や

伊
良
虞
の
島
の
珠
藻
苅
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
〈
巻
一
・ 
二
三
〉

麻
續
王
伊
勢
国
伊
良
虞
島
に
流
さ
る
る
の
時
人
の
哀
み
傷
み
て
作
る
歌

 

麻
續
王
が
伊
勢
の
国
伊
良
虞
島
に
流
刑
と
な
っ
た
時
に
土
地
の
人
々
が
そ
の
様
子
を
哀
れ
み
傷
ん
で
作
っ
た
歌

 

麻
續
王
は
漁
夫
で
あ
ら
れ
る
か
（
漁
夫
の
は
ず
は
な
い
の
に
）

 

伊
良
虞
の
島
の
珠
藻
を
刈
っ
て
お
ら
れ
る
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2498
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-23
https://dcp.co.jp/manyots/?p=98


表示目次

麻
續
王
こ
の
歌
を
聞
き
て
感
傷
し
て
和
ふ
る
歌

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
浪
に

ぬ
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
苅
り

を
す
　
　
　
　
　
　
　   
〈
巻
一
・ 
二
四
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

麻
續
王
こ
の
歌
を
聞
き
て
感
傷
し
て
和
ふ
る
歌

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
浪
に

ぬ
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
苅
り

を
す

〈
巻
一
・
二
四
〉

麻
續
王
が
こ
の
歌
を
聞
い
て
心
を
動
か
さ
れ
応
え
た
歌

は
か
な
い
こ
の
命
を
惜
し
み

浪
に
ぬ
れ
て
伊
良
虞
の
玉
藻
を
刈
っ
て
食
べ
て
い
る
の
で
す
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2500
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-24
https://dcp.co.jp/manyots/?p=98


表示目次

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し

白
布
の
衣
乾
し
た
り
天
の
香
具
山

〈
巻
一
・
二
八
〉

　
天
皇
の
御
製
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し

白
布
の
衣
乾
し
た
り
天
の
香
具
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
〈
巻
一
・ 
二
八
〉

　
天
皇
の
御
製
歌

持
統
天
皇
が
作
ら
れ
た
歌

春
が
過
ぎ
て
夏
が
や
っ
て
来
た
ら
し
い
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
の
香
具
山
に
。

 

白
布
の
衣
が
干
し
て
あ
る

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2502
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-28
https://dcp.co.jp/manyots/?p=102


表示目次

玉
襷
　

畝
傍
の
山
の
　

橿
原
の
日
知

の
御
代
ゆ
　

生
れ
ま
し
し
　

神
の
こ

と
ご
と
　

樛
の
木
の
　

い
や
つ
ぎ
つ

ぎ
に
　

天
の
下
　

知
ら
し
め
し
し
を

天
に
み
つ
　

大
和
を
置
き
て
　

あ
を

に
よ
し
　

奈
良
山
を
越
え
　

い
か
さ

ま
に
　

思
ほ
し
め
せ
か
　

天
離
か
る

夷
に
は
あ
れ
ど
　

石
走
る 

淡
海
の

國
の
　

楽
浪
の
　

大
津
の
宮
に
　

天

の
下
　

知
ら
し
め
し
け
む

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

玉
襷
　

畝
傍
の
山
の
　

橿
原
の
日
知

の
御
代
ゆ
　

生
れ
ま
し
し
　

神
の
こ

と
ご
と
　

樛
の
木
の
　

い
や
つ
ぎ
つ

ぎ
に
　

天
の
下
　

知
ら
し
め
し
し
を

天
に
み
つ
　

大
和
を
置
き
て
　

あ
を

に
よ
し
　

奈
良
山
を
越
え
　

い
か
さ

ま
に
　

思
ほ
し
め
せ
か
　

天
離
か
る

夷
に
は
あ
れ
ど
　

石
走
る 

淡
海
の

國
の
　

楽
浪
の
　

大
津
の
宮
に
　

天

の
下
　

知
ら
し
め
し
け
む

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌

近
江
国
の
荒
れ
果
て
た
嘗
て
の
都
を
通
り
過
ぎ
る
時
に
、　
　       

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌

 （
畝
傍
に
か
か
る
枕
詞
）  

畝
傍
山
の
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　      

橿
原
の
地
で
即
位
さ
れ
た
天
皇
（
神
武
天
皇
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

 

の
御
代
か
ら
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
人
神
（
天
皇
）
の
こ
と

 

ご
と
く
が
、　
　
　
　
　
　
　 （
つ
ぎ
つ
ぎ
に
か
か
る
枕
詞
）　
　
　
　  

い
よ
い
よ
次
々
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　 

天
下
（
国
）
を
　
　
　
　
　
　
統
治
な
さ
れ
た
　
　
　
　
　

  （
大
和
に
か
か
る
枕
詞
）                   

大
和
国
を
さ
し
お
い
て
（
後
に
し
て
）、　
　
　
　
　
　   （
奈
良
に
か
か
る

  

枕
詞
） 

　
　
　
　
　
　
　     

奈
良
山
を
越
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
ど
の
よ
う
に             

  

　
　
　
　
　
　
　
　
思
わ
れ
た
の
か
（
何
を
思
わ
れ
た
の
か
）　
　
　
　
　
　   

空
の
彼
方
の
遠
く
離
れ
た

 

い
な
か
で
は
あ
る
け
れ
ど 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
近
江
に
か
か
る
枕
詞
）　     

近
江
の
国
の

 

　
　
　
　
　
　
　
　 （
大
津
に
か
か
る
枕
詞
）　
　      

大
津
の
宮
で

 

天
下 （
国
）
を
　
　
　
統
治
な
さ
れ
た
と
い
う
　
　
　
　
　

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2490
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-29-1
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2506


表示目次

天
皇
の
　

神
の
尊
の
　

大
宮
は
　

こ
こ

と
聞
け
ど
も
　

大
殿
は
　

こ
こ
と
言

へ
ど
も
　

春
草
の
　

茂
く
生
ひ
た
る

霞
立
つ
　

春
日
の
霧
れ
る
　

も
も
し
き

の
　

大
宮
処
　

見
れ
ば
悲
し
も

                                    
〈
巻
一
・ 

二
九
〉



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

天
皇
の
　

神
の
尊
の
　

大
宮
は
　

こ
こ

と
聞
け
ど
も
　

大
殿
は
　

こ
こ
と
言

へ
ど
も
　

春
草
の
　

茂
く
生
ひ
た
る

霞
立
つ
　

春
日
の
霧
れ
る
　

も
も
し
き

の
　

大
宮
処
　

見
れ
ば
悲
し
も

                                    
〈
巻
一
・ 

二
九
〉

 

天
皇
で
あ
る
　
　
　
　
　
　  

天
智
天
皇
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
宮
は
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
あ
る
と
　
　
　

 

聞
く
け
れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
殿
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
だ
と
言
う
け
れ
ど
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　                    （
今
は
も
う
）
春
草
が
　
　
　  

生
い
茂
っ
て

 

霞
が
立
ち
　
　
　
　
　
　   

春
の
日
が
か
す
ん
で
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
大
宮
に
か
か
る
枕
詞
）

 

　
　
　
　
　
皇
宮
の
辺
り
を
　
　
　
　
　
見
れ
ば
も
の
悲
し
い
も
の
だ
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-29-2
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2506
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2490


表示目次

楽
浪
の
志
賀
の
辛
崎
幸
く
あ
れ

ど
大
宮
人
の
船
待
ち
か
ね
つ
　

　
　
　 

　     

　
　
　
　〈
巻
一
・ 
三
十
〉

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌
の
反
歌
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
そ
の
一
）



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

楽
浪
の
志
賀
の
辛
崎
幸
く
あ
れ

ど
大
宮
人
の
船
待
ち
か
ね
つ
　

　
　
　 

　     

　
　
　
　〈
巻
一
・ 
三
十
〉

 

志
賀
の
辛
崎
は
今
も
変
わ
ら
ず
に
あ
る
け
れ
ど
、

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌
の
反
歌
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
そ
の
一
）

近
江
国
の
荒
れ
果
て
た
嘗
て
の
都
を
通
り
過
ぎ
る
時
に
、        

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
の
反
歌

                

大
宮
人
を
乗
せ
た
船
は
い
く
ら
待
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2510
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-30
https://dcp.co.jp/manyots/?p=550


表示目次

楽
浪
の
志
賀
の
大
わ
だ
淀
む
と
も

昔
の
人
に
ま
た
も
会
は
め
や
も

　
　
　           

　
　
　〈
巻
一
・  
三
十
一
〉

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌
の
反
歌
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
そ
の
二
）



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

楽
浪
の
志
賀
の
大
わ
だ
淀
む
と
も

昔
の
人
に
ま
た
も
会
は
め
や
も

　
　
　           

　
　
　〈
巻
一
・  
三
十
一
〉

　
近
江
の
荒
れ
た
る
都
を
過
ぐ
る
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌
の
反
歌
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
そ
の
二
）

近
江
国
の
荒
れ
果
て
た
嘗
て
の
都
を
通
り
過
ぎ
る
時
に
、        

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
の
反
歌

 

志
賀
の
大
き
な
入
り
江
の
水
は
流
れ
消
え
な
い
ま
ま
淀
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、

  （
淀
み
の
如
く
に
）
昔
の
人
に
ま
た
会
え
る
だ
ろ
う
か
（
い
や
も
う
会
え
や
し
な
い
）。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2512
https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-31
https://dcp.co.jp/manyots/?p=552


表示目次

我
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜

更
け
て
暁
露
に
吾
が
立
ち
濡
れ
し

　   

　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・ 
一
〇
五
〉

大
津
皇
子
の
ひ
そ
か
に
伊
勢
に
下
り
て
上
来
り
ま
す
時
に
、
大
伯
皇
女
の

作
り
ま
せ
る
御
歌
二
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

我
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜

更
け
て
暁
露
に
吾
が
立
ち
濡
れ
し

　   

　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・ 
一
〇
五
〉

大
津
皇
子
の
ひ
そ
か
に
伊
勢
に
下
り
て
上
来
り
ま
す
時
に
、
大
伯
皇
女
の

作
り
ま
せ
る
御
歌
二
首

 

大
津
皇
子
が
密
か
に
伊
勢
神
宮
に
姉
の
大
伯
皇
女
を
訪
ね
、
そ
の
別
れ
際
に
大
伯
皇
女
が
作
っ
た
歌

              

暁
の
露
に
私
は
立
っ
た
ま
ま
濡
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

 

弟
を
大
和
に
帰
そ
う
と
見
送
る
つ
も
り
が
、
名
残
が
尽
き
ぬ
ま
ま
に
夜
が
更
け
て
、

https://dcp.co.jp/manyoshu/?p=77
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2514
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-105
https://dcp.co.jp/manyots/?p=106


表示目次

二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋

山
を
い
か
に
か
君
が
独
り
越
ゆ

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　             〈
巻
二
・ 
一
〇
六
〉

大
津
皇
子
の
ひ
そ
か
に
伊
勢
に
下
り
て
上
来
り
ま
す
時
に
、
大
伯
皇
女
の

作
り
ま
せ
る
御
歌
二
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋

山
を
い
か
に
か
君
が
独
り
越
ゆ

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　             〈
巻
二
・ 
一
〇
六
〉

 

二
人
で
行
っ
て
も
う
ら
寂
し
い
秋
の
山
を
、

 

何
を
思
い
な
が
ら
あ
な
た
は
一
人
で
越
え
て
行
く
の
だ
ろ
う
。

大
津
皇
子
の
ひ
そ
か
に
伊
勢
に
下
り
て
上
来
り
ま
す
時
に
、
大
伯
皇
女
の

作
り
ま
せ
る
御
歌
二
首

 

大
津
皇
子
が
密
か
に
伊
勢
神
宮
に
姉
の
大
伯
皇
女
を
訪
ね
、
そ
の
別
れ
際
に
大
伯
皇
女
が
作
っ
た
歌

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2516
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-106
https://dcp.co.jp/manyots/?p=106


表示目次

盤
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び

真
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
還
り
見
む

　
　
　
　
　
　
　
　     

〈
巻
二
・ 
一
四
一
〉

有
間
皇
子
の
自
ら
傷
み
て
松
が
枝
を
結
べ
る
御
歌
二
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

盤
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び

真
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
還
り
見
む

〈
巻
二
・
一
四
一
〉

有
間
皇
子
の
自
ら
傷
み
て
松
が
枝
を
結
べ
る
御
歌
二
首

有
間
皇
子
が
自
ら
の
運
命
を
傷
ん
で
（
悲
し
ん
で
）
松
の
枝
を
結
ん
で
詠
ま
れ
た
歌

も
し
幸
い
に
無
事
で
あ
っ
た
な
ら
ま
た
こ
こ
に
帰
っ
て
来
て
引
き
結
ん
だ
こ
の
松
の
枝
を
見
よ
う
。

盤
代
の
浜
辺
に
あ
る
松
の
枝
を
引
き
結
ん
で
無
事
を
祈
ろ
う
、

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2518
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-141
https://dcp.co.jp/manyots/?p=109


表示目次

有
間
皇
子
の
自
ら
傷
み
て
松
が
枝
を
結
べ
る
御
歌
二
首

家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を

草
枕
旅
に
し
あ
ら
ば
椎
の
葉
に

盛
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　              〈
巻
二
・ 
一
四
二
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

有
間
皇
子
の
自
ら
傷
み
て
松
が
枝
を
結
べ
る
御
歌
二
首

 

有
間
皇
子
が
自
ら
の
運
命
を
傷
ん
で
（
悲
し
ん
で
）
松
の
枝
を
結
ん
で
詠
ま
れ
た
歌

家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を

草
枕
旅
に
し
あ
ら
ば
椎
の
葉
に

盛
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　              〈
巻
二
・ 
一
四
二
〉

 

家
に
居
れ
ば
食
器
に
盛
っ
て
神
に
お
供
え
す
る
飯
（
神
饌
の
御
飯
）
を

 

草
を
枕
に
す
る
旅
の
道
中
で
あ
る
の
で
椎
の
葉
に
盛
っ
て
神
に
お
供
え
す
る

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2524
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-142
https://dcp.co.jp/manyots/?p=109


表示目次

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
二
首

 

天
飛
ぶ
や 
軽
の
路
は 

吾
妹
子
が 

里
に
し
あ
れ
ば 

ね
も
こ
ろ
に 

見

ま
く
欲
し
け
ど 
止
ま
ず
行
か
ば 

人
目
を
多
み 

ま
ね
く
行
か
ば 

人

知
り
ぬ
べ
み 

狭
根
葛 
後
も
逢
は

む
と 

大
船
の 

思
ひ
憑
み
て 
玉
か

ぎ
る 

磐
垣
淵
の 

隠
り
の
み 
恋
ひ

つ
つ
あ
る
に 

渡
る
日
の 

暮
れ
ぬ

る
が
如 

照
る
月
の 

雲
隠
る
如  

沖
つ
藻
の 

靡
き
し
妹
は 

黄
葉
の



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
二
首

  
柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
　
二
首

天
飛
ぶ
や 
軽
の
路
は 

吾
妹
子
が 

里
に
し
あ
れ
ば 

ね
も
こ
ろ
に 

見

ま
く
欲
し
け
ど 
止
ま
ず
行
か
ば 

人
目
を
多
み 

ま
ね
く
行
か
ば 

人

知
り
ぬ
べ
み 

狭
根
葛 
後
も
逢
は

む
と 

大
船
の 

思
ひ
憑
み
て 
玉
か

ぎ
る 

磐
垣
淵
の 

隠
り
の
み 
恋
ひ

つ
つ
あ
る
に 

渡
る
日
の 

暮
れ
ぬ

る
が
如 

照
る
月
の 

雲
隠
る
如  

沖
つ
藻
の 

靡
き
し
妹
は 

黄
葉
の

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

軽
の
地
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
妻
が
住
ん
で
い
る
里
で
あ
る

 

か
ら
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

よ
く
よ
く
（
ね
ん
ご
ろ
に
）

 

見
た
い
け
れ
ど
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

絶
え
ず
行
っ
た
な
ら
、

 

人
目
に
触
れ
る
こ
と
も
多
く
　
　
　
　
　
　
　
た
び
た
び
何
度
も
行
っ
た
な
ら
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
が

 

知
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
、  

一
時
別
れ
て
も
ま
た
か
ら
み
合
う
狭
根
葛
の
よ
う
に
、
今
は
一
時
別
れ
て
も
後

 

で
会
お
う
と
、        

大
船
を
頼
り
に
す
る
様
な
気
持
ち
で
心
に
思
い
頼
ん
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　  

岩
が
垣
の
よ
う
に
め
ぐ
っ
て
い
る
淵
に
隠
れ
る
よ
う
に
、　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
そ
り
と
恋

 

し
て
い
た
の
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

空
を
渡
る
太
陽
が
や
が
て
暮
れ
る
よ
う
に
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

照
り
輝
い
て
い
た
月
が
雲
に
隠
れ
る
よ
う
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

 

沖
の
藻
が
波
に
な
び
く
よ
う
に
私
に
な
び
い
た
妻
は
、                                              

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2520
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-207-1
https://dcp.co.jp/manyots/?p=822


表示目次

過
ぎ
て
去
に
き
と 

玉
梓
の 

使
の
言

へ
ば 
梓
弓 

お
と
に
聞
き
て 

言
は
む

す
べ 

せ
む
す
べ
知
ら
に 

お
と
の
み

を 

聞
き
て
あ
り
得
ね
ば 

わ
が
恋
ふ

る 

千
重
の
一
重
も 
慰
む
る 

情
も
あ

り
や
と 

吾
妹
子
が 

や
ま
ず
出
で
見

し 

軽
の
市
に
あ
が
立
ち
聞
け
ば 
玉

襷 

畝
傍
の
山
に 

鳴
く
鳥
の 

声
も
聞

こ
え
ず 

玉
鉾
の 

道
行
く
人
も 

一
人

だ
に 

似
て
し
行
か
ね
ば 

す
べ
を
な

み 

妹
が
名
喚
び
て 

袖
ぞ
振
り
つ
る

〈
巻
二
・ 

二
○
七
〉



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

過
ぎ
て
去
に
き
と 

玉
梓
の 

使
の
言

へ
ば 
梓
弓 

お
と
に
聞
き
て 

言
は
む

す
べ 

せ
む
す
べ
知
ら
に 

お
と
の
み

を 

聞
き
て
あ
り
得
ね
ば 

わ
が
恋
ふ

る 

千
重
の
一
重
も 
慰
む
る 

情
も
あ

り
や
と 

吾
妹
子
が 

や
ま
ず
出
で
見

し 

軽
の
市
に
あ
が
立
ち
聞
け
ば 
玉

襷 

畝
傍
の
山
に 

鳴
く
鳥
の 

声
も
聞

こ
え
ず 

玉
鉾
の 

道
行
く
人
も 

一
人

だ
に 

似
て
し
行
か
ね
ば 

す
べ
を
な

み 

妹
が
名
喚
び
て 

袖
ぞ
振
り
つ
る

 

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     （
妻
の
里
か
ら
来
た
）
使
者
が
　
　
　

 

言
え
ば
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
話
し
を
聞
い
て
、　
　
　
　
　
　
　
　           

何
と
言
っ
て
よ
い
か
、　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　 

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
も
わ
か
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

話
し
だ
け
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　   

聞
い
て
そ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、　               

私
が
妻
を
愛
お
し
く
思
う
気
持
ち
　
　
　

 

が
、　
　 

千
分
の
一
で
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
慰
め
ら
れ
、　
　
　
　
　 

心
が
晴
れ
る
だ
ろ
う
か
と
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

私
の
妻
が
、　
　
　
　
　
　
　
　
　 

い
つ
も
出
て
見
て
い
た

 

　
　
　
　
軽
の
地
の
市
に
一
人
た
た
ず
ん
で
耳
を
す
ま
せ
て
聞
い
て
み
た
が
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

妻
の
声
は
聞
こ
え
ず
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

道
を
歩
い
て
行
く
人
も
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
と
し
て

 

　
　
　
　
　
　
　 

妻
に
似
て
い
る
人
は
歩
い
て
い
な
い
の
で
、　
　
　
　
　
　   

し
か
た
な
く

 

　
　
　
　
妻
の
名
を
呼
ん
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

袖
を
振
っ
た
こ
と
だ
。〈

巻
二
・ 

二
○
七
〉

https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-207-2
https://dcp.co.jp/manyots/?p=822
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2520


表示目次

秋
山
の
黄
葉
を
茂
み
迷
ひ
ぬ
る
妹

を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も
　
　
　

　
　
　
　
　
　             

〈
巻
二
・ 
二
○
八
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

秋
山
の
黄
葉
を
茂
み
迷
ひ
ぬ
る
妹

を
求
め
む
山
道
知
ら
ず
も
　
　
　

　
　
　
　
　
　             

〈
巻
二
・ 
二
○
八
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌

 

柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
の
反
歌

 

秋
山
の
黄
葉
が
茂
っ
て
い
る
の
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
妻
を
探
し
出
そ
う

 

に
も
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
山
道
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2526
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-208
https://dcp.co.jp/manyots/?p=832


表示目次

黄
葉
の
散
り
ゆ
く
な
べ
に
玉
梓
の

使
を
見
れ
ば
逢
ひ
し
日
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
二
・ 
二
○
九
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

黄
葉
の
散
り
ゆ
く
な
べ
に
玉
梓
の

使
を
見
れ
ば
逢
ひ
し
日
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
二
・ 
二
○
九
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌

 

柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
の
反
歌

 

も
み
じ
が
散
っ
て
い
く
の
を
見
て
い
る
そ
の
時
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

妻
の
死
を
知
ら
せ
る

 

使
者
を
見
れ
ば
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
て
妻
と
会
っ
た
日
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2528
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-209
https://dcp.co.jp/manyots/?p=834


表示目次

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
二
首

 

う
つ
せ
み
と 

思
ひ
し
時
に
（
一
に
云
ふ
、

う
つ
そ
み
と
思
ひ
し
） 
取
り
持
ち
て 

わ
が
二
人

見
し 

走
出
の 
堤
に
立
て
る 

槻
の

木
の 

こ
ち
ご
ち
の
枝
の 

春
の
葉

の 

茂
き
が
如
く 

思
へ
り
し 

妹
に

は
あ
れ
ど 

た
の
め
り
し 
児
ら
に

は
あ
れ
ど 

世
の
中
を 

背
き
し
得

ね
ば 

か
ぎ
ろ
ひ
の 

燃
ゆ
る
荒
野

に 

白
妙
の 

天
領
巾
隠
り 

鳥
じ
も

の 

朝
立
ち
い
ま
し
て 

入
日
な
す 



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
二
首

 

う
つ
せ
み
と 

思
ひ
し
時
に
（
一
に
云
ふ
、

う
つ
そ
み
と
思
ひ
し
） 
取
り
持
ち
て 

わ
が
二
人

見
し 

走
出
の 
堤
に
立
て
る 

槻
の

木
の 

こ
ち
ご
ち
の
枝
の 

春
の
葉

の 

茂
き
が
如
く 

思
へ
り
し 

妹
に

は
あ
れ
ど 

た
の
め
り
し 
児
ら
に

は
あ
れ
ど 

世
の
中
を 

背
き
し
得

ね
ば 

か
ぎ
ろ
ひ
の 

燃
ゆ
る
荒
野

に 

白
妙
の 

天
領
巾
隠
り 

鳥
じ
も

の 

朝
立
ち
い
ま
し
て 

入
日
な
す 

 

柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
　
二
首

 

こ
の
世
に
現
に
生
き
て
い
る
人
と
思
っ
て
い
た
時
（
生
き
て
い
た
時
）
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

                                                     

手
を
取
り
合
っ
て
　
　
　
　
　                   

私
た
ち
二
人
で
見
た
　                                             

                             

走
出
の                             

堤
に
立
っ
て
い
る                                        

槻
の
木
の
　
　
　
　
　

                               

あ
ち
こ
ち
の
枝
の                                                                   

春
の
葉
の
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　  

茂
っ
て
い
る
よ
う
に
、                                  （
今
が
女
盛
り
と
）
思
っ
て
い
た
妻
で
は
あ
る
が
、

                                                       

た
の
み
に
し
て
い
た
妻
で
は
あ
っ
た
が
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

世
の
中
の
道
理
を
背
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　   

か
げ
ろ
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

燃
え
る
荒
野
に
　
　
　
　
　
　

                  

白
い
布
の
シ
ョ
ー
ル
を
ま
と
っ
た
天
女
が
雲
に
隠
れ
る
よ
う
に
、              

鳥
の
よ
う
に

                 

朝
立
っ
て
い
か
れ
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

入
り
日
の
よ
う
に

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2530
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-210-1
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1743


表示目次

隠
り
に
し
か
ば 

吾
妹
子
が 

形
見

に
置
け
る 

み
ど
り
児
の 

乞
ひ
泣

く
ご
と
に 
取
り
与
ふ 

物
し
無
け

れ
ば 

男
じ
も
の 
腋
は
さ
み
持
ち 

吾
妹
子
と 

二
人
わ
が
宿
し 

枕
づ

く 

嬬
屋
の
内
に 

昼
は
も 
う
ら
さ

び
暮
し 

夜
は
も 

息
づ
き
明
し 

嘆

け
ど
も 

せ
む
す
べ
知
ら
に 
恋
ふ

れ
ど
も 

逢
ふ
因
を
無
み 

大
鳥
の 

羽
易
の
山
に 

わ
が
恋
ふ
る 

妹
は

座
す
と 

人
の
言
へ
ば 

石
根
さ
く

　
　



次
の
頁
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

隠
り
に
し
か
ば 

吾
妹
子
が 

形
見

に
置
け
る 

み
ど
り
児
の 

乞
ひ
泣

く
ご
と
に 
取
り
与
ふ 

物
し
無
け

れ
ば 

男
じ
も
の 
腋
は
さ
み
持
ち 

吾
妹
子
と 

二
人
わ
が
宿
し 

枕
づ

く 

嬬
屋
の
内
に 

昼
は
も 
う
ら
さ

び
暮
し 

夜
は
も 

息
づ
き
明
し 

嘆

け
ど
も 

せ
む
す
べ
知
ら
に 
恋
ふ

れ
ど
も 

逢
ふ
因
を
無
み 

大
鳥
の 

羽
易
の
山
に 

わ
が
恋
ふ
る 

妹
は

座
す
と 

人
の
言
へ
ば 

石
根
さ
く

　
　

 
隠
れ
て
し
ま
い
（
死
ん
で
し
ま
い
）、　
　
　
　
　
　
　  

妻
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

形
見
と
し
て

 

置
い
て
（
残
し
て
）
い
っ
た
　
　
　   

幼
子
（
赤
ん
坊
）
の                         （
乳
を
）
乞
う
て
（
欲
し
が
っ
て
）

 

泣
く
ご
と
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

与
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

も
の
（
乳
）
も
な
い
の
で

 

　
　
　
　
　
　
　   

男
で
あ
る
の
に
　
　
　
　
　
　
　
　  （
子
を
）
脇
に
は
さ
ん
で
抱
き
か
か
え

 

妻
と                                                

二
人
で
寝
た

 

　
　
　
　 

寝
室
の
中
で                                               

昼
は
も
う                            

も
の
寂
し
く
暮
ら
し
　                                             

 

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
夜
は
も
う
　
　
　
　
　
　
　
た
め
息
ば
か
り
を
つ
い
て
明
か
し
、　
　
　
　
嘆
い
て
　
　

 

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
ず
（
ど
う
し
よ
う
も
な
く
）　
　
　  
恋
う
て
も
（
恋
い
　
　

 

求
め
て
も
）　  

　
　
　
　
　
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で           

　
　
　
　
　
　
　
　
大
鳥
の

 

羽
易
の
山
に         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
恋
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
は
い
ま
す
と
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

人
が
言
う
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

岩
や
木
の
間
を
踏
み
分
け
て
　
　
　
　

https://dcp.co.jp/manyo/sound/01-08
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1743
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2530


表示目次

み
て 

な
づ
み
来
し 

吉
け
く
も
ぞ

な
き 
う
つ
せ
み
と 

思
ひ
し
妹
が 

玉
か
ぎ
る 
ほ
の
か
に
だ
に
も 

見

え
ぬ
思
へ
ば
　
　
　
　  

〈
巻
二
・ 

二
一
○
〉 

　
　



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

み
て 

な
づ
み
来
し 

吉
け
く
も
ぞ

な
き 
う
つ
せ
み
と 

思
ひ
し
妹
が 

玉
か
ぎ
る 
ほ
の
か
に
だ
に
も 

見

え
ぬ
思
へ
ば
　
　
　
　  

〈
巻
二
・ 

二
一
○
〉 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
え
ぎ
な
が
ら
来
た
け
れ
ど
、　
　
　
　
　
　
　
よ
い
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
世
に
い
る
と
（
生
き
て
い
る
と
）　
　
　
　
思
っ
た
妻
が
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ほ
の
か
に
さ
え
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

見
え
な
い
こ
と
を
思
う
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-210-3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1743
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2530


表示目次

去
年
見
て
し
秋
の
月
夜
は
照
ら
せ

れ
ど
相
見
し
妹
は
い
や
年
さ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・  
二
一
一
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

去
年
見
て
し
秋
の
月
夜
は
照
ら
せ

れ
ど
相
見
し
妹
は
い
や
年
さ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・  
二
一
一
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌

 

柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
の
反
歌

 

去
年
見
た
秋
の
月
は
今
夜
も
照
り
輝
い
て
い
る
け
れ
ど
、

 

　
　
　
　
　
　
と
も
に
な
が
め
た
妻
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
い
よ
い
よ
年
月
が
過
ぎ
て
い
く

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2536
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-211
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1765


表示目次

衾
道
を
引
手
の
山
に
妹
を
置
き
て

山
路
を
行
け
ば
生
け
り
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・  
二
一 

二
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌

tanakamakoto
鉛筆



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

衾
道
を
引
手
の
山
に
妹
を
置
き
て

山
路
を
行
け
ば
生
け
り
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
・  
二
一 

二
〉

柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
り
し
後
、
泣
血
哀
慟
し
て
作
れ
る
歌
　
反
歌

 

柿
本
人
麿
が
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
血
の
涙
が
出
る
程
泣
き
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
の
反
歌

 

衾
道
を
通
り
引
手
の
山
に
妻
を
置
い
て
（
葬
っ
て
）

 

山
路
を
行
く
と
（
帰
る
と
）
生
き
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
（
生
き
た
心
地
が
し
な
い
）

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2538
https://dcp.co.jp/manyo/sound/02-212
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1775


表示目次

天
地
の 
分
れ
し
時
ゆ 

神
さ
び
て

高
く
貴
き 
駿
河
な
る 

不
尽
の
高

嶺
を 

天
の
原 
振
り
放
け
見
れ
ば

渡
る
日
の 

影
も
隠
ら
ひ 
照
る
月

の 

光
も
見
え
ず 

白
雲
も 
い
行
き

は
ば
か
り 

時
じ
く
そ 

雪
は
降
り

け
る 

語
り
継
ぎ 

言
ひ
継
ぎ
行
か

む 

不
尽
の
高
嶺
は
　    

〈
巻
三
・ 

三
一
七
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
不
盡
山
を
望
め
る
歌
一
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

天
地
の 
分
れ
し
時
ゆ 

神
さ
び
て

高
く
貴
き 
駿
河
な
る 

不
尽
の
高

嶺
を 

天
の
原 
振
り
放
け
見
れ
ば

渡
る
日
の 

影
も
隠
ら
ひ 
照
る
月

の 

光
も
見
え
ず 

白
雲
も 
い
行
き

は
ば
か
り 

時
じ
く
そ 

雪
は
降
り

け
る 

語
り
継
ぎ 

言
ひ
継
ぎ
行
か

む 

不
尽
の
高
嶺
は
　    

〈
巻
三
・ 

三
一
七
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
不
盡
山
を
望
め
る
歌
一
首

 

山
部
赤
人
が
富
士
山
を
望
み
見
て
詠
ん
だ
歌

 

天
と
地
の
分
か
れ
た
太
古
の
昔
よ
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
々
し
く
て

 

高
く
貴
い
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駿
河
の
国
に
あ
る
　
　
　
　
　
　
　   

富
士
の
高
き
嶺
（
峰
）
を

 

　
　
　
　
　
　
　   

天
高
く
（
大
空
に
向
か
っ
て
）
振
り
仰
い
で
見
れ
ば
、

 

空
を
渡
る
太
陽
の
光
も
富
士
の
陰
に
隠
れ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

照
り
輝
く
月
の
光
も
富
士

 

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
見
え
ず
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

白
雲
も
行
く
こ
と
を
遠
慮
し
て（
行
く
手
を
阻
ま
れ
）、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

時
節
を
問
わ
ず
雪
が
降
る
（
四
季
を
通
じ
て
そ
の
頂
き
に
は
雪
が
降
り

 

積
も
っ
て
い
る)

。 

子
々
孫
々
語
り
継
ぎ
言
い
伝
え
て
い
こ
う
、

 

こ
の
富
士
の
高
き
嶺
（
峰
）
を
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2540
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-317
https://dcp.co.jp/manyots/?p=112


表示目次

田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ

ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪

は
降
り
け
る
　
　
　
　  

〈
巻
三
・ 
三
一
八
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
不
盡
山
を
望
め
る
歌
の
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ

ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪

は
降
り
け
る
　
　
　
　  

〈
巻
三
・ 
三
一
八
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
不
盡
山
を
望
め
る
歌
の
反
歌

山
部
赤
人
が
富
士
山
を
望
み
見
て
詠
ん
だ
歌
の
反
歌

     

田
子
の
浦
を
通
っ
て
眺
望
の
よ
い
場
所
に
出
て
見
れ
ば
、

 

真
っ
白
に
富
士
の
頂
き
に
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
（
頂
き
に
真
っ
白
に
雪
を
冠
っ
た
富
士
が
現
れ

 

出
た
こ
と
だ
）。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2542
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-318
https://dcp.co.jp/manyots/?p=114


表示目次

憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む 

子
泣
く

ら
む 

そ
の
か
の
母
も
吾
を
待
つ

ら
む
そ
　
　
　
　         

〈
巻
三
・ 
三
三
七
〉

山
上
憶
良
臣
の
宴
を
罷
る
の
歌
一
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む 

子
泣
く

ら
む 

そ
の
か
の
母
も
吾
を
待
つ

ら
む
そ
　
　
　
　         

〈
巻
三
・ 
三
三
七
〉

山
上
憶
良
臣
の
宴
を
罷
る
の
歌
一
首

山
上
憶
良
の
臣
が
宴
を
退
出
（
中
座
）
す
る
歌
一
首

 

私
憶
良
は
、
そ
ろ
そ
ろ
退
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　 

幼
子
が
私
の
帰
り
を
待
っ
て
泣
い
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。     

そ
の
泣
い
て
い
る
子
の
母
親
も
私
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2544
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-337
https://dcp.co.jp/manyots/?p=784


表示目次

太
宰
師
大
伴
卿
の
酒
を
讃
む
る
の
歌

験
な
き
物
を
思
は
ず
は

一
杯
の
濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く

あ
る
ら
し                    

〈
巻
三
・ 
三
三
八
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

太
宰
師
大
伴
卿
の
酒
を
讃
む
る
の
歌

 

大
伴
旅
人
が
酒
の
徳
を
賞
賛
す
る
歌

験
な
き
物
を
思
は
ず
は

一
杯
の
濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く

あ
る
ら
し                    

〈
巻
三
・ 
三
三
八
〉

一
杯
の
濁
酒
で
も
飲
む
事
に
し
よ
う
。

 

考
え
て
も
仕
方
な
い
事
を
く
よ
く
よ
と
思
わ
ず
、

https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-338
https://dcp.co.jp/manyots/?p=116
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2547


表示目次

あ
な
醜
く
賢
し
ら
を
す
と
酒
飲

ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
ば
猿
に
か

も
似
る
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
三
・ 
三
四
四
〉

太
宰
師
大
伴
卿
の
酒
を
讃
む
る
の
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

あ
な
醜
く
賢
し
ら
を
す
と
酒
飲

ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
ば
猿
に
か

も
似
る
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
三
・ 
三
四
四
〉

 

あ
あ
醜
い
（
身
苦
し
い
）
事
だ
、     

利
口
ぶ
っ
て
酒
を
飲
ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
ば
、

        
猿
に
よ
く
似
て
い
る
と

 

で
も
い
お
う
か
。

太
宰
師
大
伴
卿
の
酒
を
讃
む
る
の
歌

 

大
伴
旅
人
が
酒
の
徳
を
賞
賛
す
る
歌

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2549
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-344
https://dcp.co.jp/manyots/?p=121


表示目次

我
妹
子
が
見
し
鞆
之
浦
の
室
の

木
は
常
世
に
あ
れ
ど
見
し
人
ぞ

な
き
　
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
三
・ 
四
四
六
〉

　
天
平
二
年
庚
午
冬
十
二
月
、
太
宰
帥
大
伴
卿
の
京
に
向
き
て
上
道
せ
し
時

　
に
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

我
妹
子
が
見
し
鞆
之
浦
の
室
の

木
は
常
世
に
あ
れ
ど
見
し
人
ぞ

な
き
　
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
三
・ 
四
四
六
〉

　
天
平
二
年
庚
午
冬
十
二
月
、
太
宰
帥
大
伴
卿
の
京
に
向
き
て
上
道
せ
し
時

　
に
作
れ
る
歌

天
平
二
年
十
二
月
大
伴
旅
人
が
九
州
の
太
宰
府
か
ら
奈
良
の
都
へ
向
か
う
途
中
に
作
っ
た
歌

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
あ
る
の
に
、　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
見
た
人
（
私
の
妻
）
は
も
う

 

私
の
妻
が
見
た
鞆
の
浦
の
室
の
木
は
、

 

こ
の
世
に
い
な
い
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2884
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-446
https://dcp.co.jp/manyots/?p=125


表示目次

秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
偲
へ
と

妹
が
植
ゑ
し
庭
の
石
竹
咲
き
に

け
る
か
も                    

〈
巻
三
・ 
四
六
四
〉

　
家
持
が
砌
の
上
の
瞿
麦
の
花
を
見
て
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
偲
へ
と

妹
が
植
ゑ
し
庭
の
石
竹
咲
き
に

け
る
か
も                    

〈
巻
三
・ 
四
六
四
〉

　
家
持
が
砌
の
上
の
瞿
麦
の
花
を
見
て
作
れ
る
歌

 

大
伴
家
持
が
軒
下
の
敷
石
の
上
に
咲
い
た
な
で
し
こ
の
花
を
見
て
作
っ
た
歌

 

秋
に
な
っ
た
ら
こ
の
花
を
な
が
め
つ
つ
私
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

 

亡
き
妻
が
植
え
た
庭
の
な
で
し
こ
が
咲
い
た
こ
と
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2553
https://dcp.co.jp/manyo/sound/03-464
https://dcp.co.jp/manyots/?p=129


表示目次

瓜
食
め
ば 

子
等
思
ほ
ゆ 
栗
食
め

ば 

ま
し
て
思
は
ゆ 

何
処
よ
り 

来
た
り
し
も
の
ぞ 

ま
な
か
ひ
に 

も
と
な
懸
り
て 

安
眠
し
な
さ
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
五
・ 

八
○
二
〉

子
等
を
思
へ
る
歌
一
首
并
せ
て
序 

釈
迦
如
来
、
金
口
に
正
に
説
き
た
ま
は
く
、
等
し
く
衆
生
を
思

ふ
こ
と
羅
候
羅
の
如
し
と
。
又
説
き
た
ま
は
く
、
愛
は
子
に
過

ぎ
た
る
は
な
し
と
。至
極
の
大
聖
す
ら
尚
子
を
愛
し
む
心
あ
り
。

況
む
や
世
間
の
蒼
生
、
誰
か
は
子
を
愛
し
ま
ざ
ら
め
や
。



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

瓜
食
め
ば 

子
等
思
ほ
ゆ 
栗
食
め

ば 

ま
し
て
思
は
ゆ 

何
処
よ
り 

来
た
り
し
も
の
ぞ 

ま
な
か
ひ
に 

も
と
な
懸
り
て 

安
眠
し
な
さ
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
五
・ 

八
○
二
〉

子
等
を
思
へ
る
歌
一
首
并
せ
て
序 

釈
迦
如
来
、
金
口
に
正
に
説
き
た
ま
は
く
、
等
し
く
衆
生
を
思

ふ
こ
と
羅
候
羅
の
如
し
と
。
又
説
き
た
ま
は
く
、
愛
は
子
に
過

ぎ
た
る
は
な
し
と
。至
極
の
大
聖
す
ら
尚
子
を
愛
し
む
心
あ
り
。

況
む
や
世
間
の
蒼
生
、
誰
か
は
子
を
愛
し
ま
ざ
ら
め
や
。

 

子
供
を
思
う
歌
一
首
併
せ
て
序

 

釈
迦
如
来
が
、　
　
　
　
　    

尊
い
そ
の
お
口
で
説
か
れ
る
に
は
、  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

私
が
等
し
く
人
々
を
愛
し
い
と
思
う         

 

気
持
ち
は
息
子
羅
候
羅
を
愛
し
い
と
思
う
気
持
ち
と
同
じ
で
あ
る
。   

又
説
か
れ
る
に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
し
さ
（
よ
ろ
こ
び
）
は
子
供
　
　

 

に
対
し
て
以
上
の
も
の
は
な
い
。
　
　
　
　
　  

釈
迦
の
よ
う
な
こ
の
う
え
な
い
大
聖
人
で
さ
え
、
な
お
子
供
を
愛
し
く
思
う
心
が
あ
る
の
だ
。
　
　
　
　
　  

 

ま
し
て
世
間
の
人
々
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

誰
が
子
供
を
愛
し
い
と
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
（
い
や
あ
り
は
し
な
い
）。
　
　
　
　
　  

 

瓜
を
食
べ
る
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
　
　
　
　    

栗
を
食
べ
る
と
、　
　

 

　
　
　
　  

な
お
い
っ
そ
う
子
供
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。        

こ
の
思
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
だ
ろ
う
。

 

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

目
の
前
に
そ
の
姿
が
た
だ
も
う
む
や
み
に

 

ち
ら
つ
い
て
、                                                           

安
ら
か
に
眠
ら
せ
な
い
の
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2555
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-802
https://dcp.co.jp/manyots/?p=790


表示目次

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に

勝
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
五
・ 
八
○
三
〉

　
子
ら
を
思
へ
る
歌
の
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に

勝
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
五
・ 
八
○
三
〉

　
子
ら
を
思
へ
る
歌
の
反
歌

 

子
供
を
思
う
歌
の
反
歌

 

銀
も
金
も
宝
玉
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

そ
れ
が
何
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
よ
り
勝
る
宝
で
あ
る
子
に
及
ぶ
だ
ろ
う
か
（
及
ぶ
は
ず
も
な
い
）。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2558
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-803
https://dcp.co.jp/manyots/?p=1604


表示目次

梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
師
の

老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申

く
。
時
に
、初
春
の
令
月
に
し
て
、

気
淑
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉

を
披
き
、蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
す
。

加
之
、
曙
の
嶺
に
雲
移
り
、
松
は

羅
を
掛
け
て
蓋
を
傾
け
、
夕
の
岫

に
霧
結
び
、
鳥
は
う
す
も
の
に
封

め
ら
え
て
林
に
迷
ふ
。
庭
に
は
新

蝶
舞
ひ
、
空
に
は
故
雁
帰
る
。



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
師
の

老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申

く
。
時
に
、初
春
の
令
月
に
し
て
、

気
淑
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉

を
披
き
、蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
す
。

加
之
、
曙
の
嶺
に
雲
移
り
、
松
は

羅
を
掛
け
て
蓋
を
傾
け
、
夕
の
岫

に
霧
結
び
、
鳥
は
う
す
も
の
に
封

め
ら
え
て
林
に
迷
ふ
。
庭
に
は
新

蝶
舞
ひ
、
空
に
は
故
雁
帰
る
。

 

天
平
二
年
の
正
月
の
十
三
日
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
宰
師
（
大
伴
旅
人
）

 

の
邸
宅
に
集
ま
っ
て
、,      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宴
会
を
開
い
た
。

  

時
に
（
季
節
は
）、 

　
　
　
初
春
の
何
を
す
る
に
も
よ
い
月
（
頃
）
で
、

  

大
気
は
よ
く
（
澄
み
渡
り
）
風
も
穏
や
か
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　  

梅
は
鏡
の
前
で
白
粉
を
ぬ
っ
て
化
粧
す
る
美
女
の
よ
う
に

  （
真
っ
白
な
花
を
）
開
き
、　
　
　    

蘭
（
蘭
草
）
は
礼
服
に
お
び
だ
ま
を
身
に
つ
け
た
貴
人
の
（
高
貴
な
）
香
り
を
漂
わ
す
。

  

そ
れ
だ
け
で
な
く
、　
　
　
　 

夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
山
の
頂
に
雲
が
か
か
り
、　
　
　
　
　
　
　
松
は
絹
で
織
っ
た
薄
物
の
ベ
ー
ル

  （
の
よ
う
な
雲
）
を
掛
け
て
（
ま
る
で
）
き
ぬ
が
さ
を
傾
け
て
（
差
し
掛
け
て
）
い
る
よ
う
で
、　
　
　 

夕
刻
に
は
山
の
窪
地
に
霧
が

  

か
か
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

鳥
は
薄
霧
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
林
の
中
で
迷
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

庭
に
は
新
し
く
生
ま
れ
た
蝶
が
舞
い
、　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
に
は
昨
年
飛
来
し
た
雁
が
北
へ
帰
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

梅
花
の
歌
三
十
二
首
並
び
に
序

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2561
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-01
https://dcp.co.jp/manyots/?p=131


表示目次

こ
こ
に
天
を
蓋
と
し
、
地
を
座
と

し
、
膝
を
促
け
觴
を
飛
ば
す
。
言

を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、
衿
を
煙
霞

の
外
に
開
く
。
淡
然
と
自
ら
放
に

し
、
快
然
と
自
ら
足
る
。
若
し
翰

苑
に
あ
ら
ず
は
、
何
を
以
ち
て
か

情
を
述
べ
む
。
詩
に
落
梅
の
篇
を

紀
す
。
古
と
今
と
そ
れ
何
そ
異
な

ら
む
。
宜
し
く
園
の
梅
を
賦
し
て

聊
か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。〈
巻
五
〉



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

こ
こ
に
天
を
蓋
と
し
、
地
を
座
と

し
、
膝
を
促
け
觴
を
飛
ば
す
。
言

を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、
衿
を
煙
霞

の
外
に
開
く
。
淡
然
と
自
ら
放
に

し
、
快
然
と
自
ら
足
る
。
若
し
翰

苑
に
あ
ら
ず
は
、
何
を
以
ち
て
か

情
を
述
べ
む
。
詩
に
落
梅
の
篇
を

紀
す
。
古
と
今
と
そ
れ
何
そ
異
な

ら
む
。
宜
し
く
園
の
梅
を
賦
し
て

聊
か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。〈
巻
五
〉

                             
お
互
い
に
膝
を
近
づ
け
酒
盃
を
交
わ
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        （
楽
し
さ
の

  

開
き
（
胸
襟
を
開
い
て
）
打
ち
と
け
合
う
。
　
　               

物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
ら
の
心
を
開
放
し
て
（
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
）、

                             

心
地
よ
い
気
分
で
た
だ
満
ち
足
り
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
文
筆
（
文
章
）
に
よ
る
の

 

あ
ま
り
）
言
葉
を
こ
の
一
室
の
中
で
は
忘
れ
（
た
か
の
よ
う
で
）、　      

　
　
　
　             

整
え
て
い
た
着
物
の
衿
を
外
気
に
向
け
て

 

で
な
け
れ
ば
、                                                                                

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
心
情
を
述
べ
る
（
表
現
す
る
）
こ
と
が

 

で
き
る
だ
ろ
う(

い
や
で
き
は
し
な
い
）。                          （
中
国
の
）
漢
詩
に
も
落
梅
の
詩
が
あ
る
。

                                      （
こ
の
情
景
を
表
現
す
る
の
に
）
古
と
今
と
（
古
の
中
国
の
漢
詩
と
今
の
日
本
の
和
歌
と
）
何
が
異
な
る
だ
ろ
う

 （
何
も
異
な
り
は
し
な
い
）。     

さ
あ
よ
ろ
し
く
園
の
梅
を
題
と
し
て
い
さ
さ
か
（
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
）
和
歌
を
詠
も
う
で
は
な
い
か
。

 

こ
こ
に
天
を
蓋
（
屋
根
）
と
し
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                    

大
地
を
座
と
し
、

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2561
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-02
https://dcp.co.jp/manyots/?p=131


表示目次

わ
が
園
に
梅
の
花
散
る
久
方
の
天

よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
五
・ 
八
二
二
〉

　
梅
花
の
歌
　
主
人



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

わ
が
園
に
梅
の
花
散
る
久
方
の
天

よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
五
・ 
八
二
二
〉

　
梅
花
の
歌
　
主
人

 

わ
が
家
の
庭
に
梅
の
花
び
ら
が
散
り
落
ち
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　
　（
そ
れ
と
も
）
天
上
よ
り

 

雪
が
流
れ
降
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

梅
花
の
歌
　
　     

宴
の
主
催
者
（
大
伴
旅
人
）

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2565
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-822
https://dcp.co.jp/manyots/?p=369


表示目次

貧
窮
問
答
の
歌
一
首
並
び
に
短
歌

風
雑
り 
雨
降
る
夜
の 

雨
雑
り 

雪
降

る
夜
は 
術
も
な
く 

寒
く
し
あ
れ
ば 

堅
塩
を 

取
り
つ
づ
し
ろ
ひ 

糟
湯
酒 

う
ち
啜
ろ
ひ
て 
咳
ぶ
か
ひ 

鼻
ひ
し

び
し
に 

し
か
と
あ
ら
ぬ 
髯
か
き
撫

で
て  

吾
を
除
き
て 

人
は
在
ら
じ
と 

誇
ろ
へ
ど 

寒
く
し
あ
れ
ば 

麻
衾 
引

き
被
り 

布
肩
衣 

有
り
の
こ
と
ご
と 

服
襲
へ
ど
も 

寒
き
夜
す
ら
を 

我
よ

り
も 

貧
し
き
人
の 

父
母
は 

飢
ゑ



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

貧
窮
問
答
の
歌
一
首
並
び
に
短
歌

 
貧
窮
に
関
す
る
問
答
体
の
歌
一
首
と
短
歌

風
雑
り 
雨
降
る
夜
の 

雨
雑
り 

雪
降

る
夜
は 
術
も
な
く 

寒
く
し
あ
れ
ば 

堅
塩
を 

取
り
つ
づ
し
ろ
ひ 

糟
湯
酒 

う
ち
啜
ろ
ひ
て 
咳
ぶ
か
ひ 

鼻
ひ
し

び
し
に 

し
か
と
あ
ら
ぬ 
髯
か
き
撫

で
て  

吾
を
除
き
て 

人
は
在
ら
じ
と 

誇
ろ
へ
ど 

寒
く
し
あ
れ
ば 

麻
衾 
引

き
被
り 

布
肩
衣 

有
り
の
こ
と
ご
と 

服
襲
へ
ど
も 

寒
き
夜
す
ら
を 

我
よ

り
も 

貧
し
き
人
の 

父
母
は 

飢
ゑ

 

風
に
ま
じ
っ
て               

雨
の
降
る
夜
の
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
雨
に
ま
じ
っ
て      

雪
の
降
る
夜
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く                    

寒
い
の
で
、

 

堅
塩
を                           

手
に
取
っ
て
少
し
づ
つ
食
べ
、                                          

糟
湯
酒
を 

 

す
す
り
す
す
り
し
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

咳
を
し
て                                   

鼻
を
ぐ
ず
ぐ
ず
す
す
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
に
あ
る
わ
け
で
も
な
い
（
生
え
て
い
な
い
）     

髯
を
か
き
撫
で
て
、

 

　
　
　
　
　
　
　  （
こ
の
世
に
）
自
分
を
除
い
て
　
　
　
　    （
他
に
）
才
能
の
あ
る
人
物
は 

お
る
ま
い
と

 

誇
っ
て
み
れ
ど
も
、  

　
　
　
　
　
寒
い
の
で
、                                                        

麻
の
夜
具
を       

引
き

 

か
ぶ
り
、　
　
　
　
　
　
　
布
肩
衣
を                        

あ
り
っ
た
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

重
ね
て
着
る
の
だ
け
れ
ど
も
、                    

寒
い
夜
な
の
に
さ
ら
に
、                                     

私
よ
り
も

 

　
　
　
　
　
　
　  

貧
し
い
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

父
母
は
、                            

餓
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2567
https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-892-1
https://dcp.co.jp/manyots/?p=372


表示目次

寒
か
ら
む 

妻
子
ど
も
は 

乞
い
て

泣
く
ら
む 

此
の
時
は 

如
何
に
し

つ
つ
か 
汝
が
世
は
渡
る 

天
地
は 

広
し
と
い
へ
ど 

吾
が
為

は 

狭
く
や
な
り
ぬ
る 
日
月
は 

明

し
と
い
へ
ど 

吾
が
為
は 
照
り
や

給
は
ぬ 

人
皆
か 

吾
の
み
や
然
る 

わ
く
ら
ば
に 

人
と
は
生
る
を 
人

並
み
に 

吾
も
作
れ
る
を 

綿
も
無

き 

布
肩
衣
の 

海
松
の
如 

わ
わ
け

さ
が
れ
る 

襤
褸
の
み 

肩
に
打
ち 



次
の
頁
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

寒
か
ら
む 

妻
子
ど
も
は 

乞
い
て

泣
く
ら
む 

此
の
時
は 

如
何
に
し

つ
つ
か 
汝
が
世
は
渡
る 

天
地
は 

広
し
と
い
へ
ど 

吾
が
為

は 

狭
く
や
な
り
ぬ
る 
日
月
は 

明

し
と
い
へ
ど 

吾
が
為
は 
照
り
や

給
は
ぬ 

人
皆
か 

吾
の
み
や
然
る 

わ
く
ら
ば
に 

人
と
は
生
る
を 
人

並
み
に 

吾
も
作
れ
る
を 

綿
も
無

き 

布
肩
衣
の 

海
松
の
如 

わ
わ
け

さ
が
れ
る 

襤
褸
の
み 

肩
に
打
ち 

 
寒
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。            

妻
と
子
供
達
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
食
べ
物
と
衣
服
を
）
欲
し
が
っ
て

 

泣
い
て
い
る
だ
ろ
う
。                     

こ
ん
な
（
こ
ん
な
生
活
苦
の
）
時
は
、    

ど
の
よ
う
に
し
て

 

天
地
は
　
　
　
　
　
　
　
　   

広
い
と
い
う
け
れ
ど
も
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

自
分
の
た
め
に
は

                 

狭
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
　
　 

太
陽
と
月
は
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い

 

と
言
う
け
れ
ど
も
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
為
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

照
っ
て
く
れ
な
い

 

の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　  

人
は
皆
そ
う
な
の
か
、　
　  

自
分
だ
け
が
そ
う
な
の
か
、

 

偶
然
に
も
（
せ
っ
か
く
）                               

人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

人
並
み
に                          

私
も
同
じ
体
に
作
ら
れ
て
い
る
の
に
、　
　
　
　
　
　
　
綿
も
入
っ
て
い
な
い

 

　
　
　
　  

布
肩
衣
の                                      

海
松
の
よ
う
に
破
れ
下
が
っ
た

ぼ
ろ
着
の
み
を                                

肩
に
か
け
、

                                           
あ
な
た
は
世
を
渡
っ
て
い
る
の
か
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-892-2
https://dcp.co.jp/manyots/?p=372
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2567


表示目次

懸
け 
伏
廬
の 

曲
廬
の
内
に 

直
土
に

藁
解
き
敷
き
て 

父
母
は 

枕
の
方
に 

妻
子
ど
も
は 
足
の
方
に 

囲
み
居
て 

憂
ひ
吟
ひ 

竈
に
は 
火
気
ふ
き
立
て

ず 

甑
に
は 

蜘
蛛
の
巣
掻
き
て 

飯
炊

く 

事
も
忘
れ
て 

鵼
鳥
の 
呻
吟
ひ
居

る
に 

い
と
の
き
て 

短
き
物
を 
端
截

る
と 

云
へ
る
が
如
く 

楚
取
る 
里
長

が
声
は 

寝
宿
戸
ま
で 

来
立
ち
呼
ば

ひ
ぬ 

斯
く
ば
か
り 

術
無
き
も
の
か 

世
間
の
道 

　
　
　
　
　   

〈
巻
五
・ 

八
九
二
〉

　



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

 

懸
け 
伏
廬
の 

曲
廬
の
内
に 

直
土
に

藁
解
き
敷
き
て 

父
母
は 

枕
の
方
に 

妻
子
ど
も
は 
足
の
方
に 

囲
み
居
て 

憂
ひ
吟
ひ 

竈
に
は 
火
気
ふ
き
立
て

ず 

甑
に
は 

蜘
蛛
の
巣
掻
き
て 

飯
炊

く 

事
も
忘
れ
て 

鵼
鳥
の 
呻
吟
ひ
居

る
に 

い
と
の
き
て 

短
き
物
を 
端
截

る
と 

云
へ
る
が
如
く 

楚
取
る 
里
長

が
声
は 

寝
宿
戸
ま
で 

来
立
ち
呼
ば

ひ
ぬ 

斯
く
ば
か
り 

術
無
き
も
の
か 

世
間
の
道 

　
　
　
　
　   

〈
巻
五
・ 

八
九
二
〉

　

 

藁
を
ま
き
敷
い
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

父
と
母
は                      （
自
分
の
）
枕
の
方
に
、

  

妻
と
子
供
は                                          （
自
分
の
）
足
の
方
に
、　
　
　     （
自
分
を
）
囲
ん
で

  

憂
い
悲
し
み
、 

　
　
　
　
　
　
　  

竃
に
は                           

火
の
気
は
ふ
き
立
た
ず
、　
　
　
　

甑
に
は                            

蜘
蛛
の
巣
が
か
か
り
、　
　                                            

飯
を
炊
く

                

事
さ
え
も
忘
れ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵼
鳥
の
よ
う
な               

う
め
き
声
を
出
し
て
い
る
の
に
、

 

　
　
　
　
　
　
　 

こ
と
さ
ら
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
短
い
物
を                       
　
　
　
さ
ら
に
そ
の
端

                                        

寝
て
い
る
部
屋
の
戸
口
ま
で
　
　
　
　
　  

伝
え
響
き
呼
ん
で
い
る
。

 

こ
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、　

  

世
間
の
道
と
い
う
も
の
は
。

 

を
切
る
と
　
　
　
言
う
が
如
く
に
、                                                 

ム
チ
を
持
っ
た
　
　
　
　
村
長
の
声
は
、

 
　
　
　
　
　
　   

つ
ぶ
れ
て
　
　
　
　
　
　  

曲
が
っ
た
小
屋
の
中
に
、　
　
　
　
　
　   

土
の
上
に
直
に

https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-892-3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=372
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2567


表示目次

貧
窮
問
答
の
歌
　
反
歌

世
間
を
憂
し
と
恥
し
と
思
へ
ど

も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ

ら
ね
ば
　
　
　
　
　 

　〈
巻
五
・ 
八
九
三
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

貧
窮
問
答
の
歌
　
反
歌

世
間
を
憂
し
と
恥
し
と
思
へ
ど

も
飛
び
立
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ

ら
ね
ば
　
　
　
　
　 

　〈
巻
五
・ 
八
九
三
〉

 

世
の
中
を
つ
ら
く
恥
ず
か
し
く
思
う
け
れ
ど
も
、

 

飛
び
立
っ
て
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、　
　
　
　
　
　
　
　  

私
は
鳥
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/05-893
https://dcp.co.jp/manyots/?p=372
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2567


表示目次

神
亀
二
年
乙
丑
夏
五
月
、
吉
野
の
離
宮
に
幸
し
し
時
、
山
部
宿
禰
赤
人 

の
作
れ
る
歌

や
す
み
し
し 
わ
ご
大
君
の 

高
知

ら
す 

吉
野
の
宮
は 

畳
づ
く 

青
垣

隠
り 

川
な
み
の 
清
き
河
内
ぞ 

春

べ
は 

花
咲
き
を
を
り  
秋
さ
れ
ば 

霧
立
ち
渡
る 

そ
の
山
の 
い
や
ま

す
ま
す
に 

こ
の
川
の 

絶
ゆ
る
こ

と
な
く 

も
も
し
き
の 

大
宮
人

は 

常
に
通
は
む 

　
　
　
　
　
　 〈
巻
六
・ 

九
二
三
〉

　
　
　
　
　 

　



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

神
亀
二
年
乙
丑
夏
五
月
、
吉
野
の
離
宮
に
幸
し
し
時
、
山
部
宿
禰
赤
人 

の
作
れ
る
歌

や
す
み
し
し 
わ
ご
大
君
の 

高
知

ら
す 

吉
野
の
宮
は 

畳
づ
く 

青
垣

隠
り 

川
な
み
の 
清
き
河
内
ぞ 

春

べ
は 

花
咲
き
を
を
り  
秋
さ
れ
ば 

霧
立
ち
渡
る 

そ
の
山
の 
い
や
ま

す
ま
す
に 

こ
の
川
の 

絶
ゆ
る
こ

と
な
く 

も
も
し
き
の 

大
宮
人

は 

常
に
通
は
む 

　
　
　
　
　
　 〈
巻
六
・ 

九
二
三
〉

　
　
　
　
　 

　

 

国
の
隅
々
ま
で
を
治
め
て
お
ら
れ
る               

わ
が
天
皇
の                                                

立
派
に
造
営
な

 

さ
っ
た                

吉
野
の
宮
は                                               

幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る    

青
い
山
々
に                              

 

囲
ま
れ
　
　
　
　  

川
の
流
れ
が
　
　
　
　
　
　             
清
ら
か
な
一
帯
（
流
域
）
で
あ
る
。              

春
の

 

　
　
　
　

 

頃
は
　
　
　
　 

　
枝
が
た
わ
み
曲
が
る
ほ
ど
に
花
が
咲
き
誇
り
　
　
　
　  
秋
に
な
れ
ば                                 

 

霧
が
立
ち
込
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　        

そ
の
山
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　   
い
よ
い
よ
ま
す
ま
す
に
　

 （
繁
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
川
（
の
流
れ
）
の
如
く
　
　
　  

絶
え
る
こ
と
な
く
（
永
遠
に
）　

 

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

大
宮
人
（
宮
廷
人
）
は
　

                  

常
に
（
こ
れ
か
ら
も
）
通
い
続
け
る
だ
ろ
う
。

神
亀
二
年
乙
丑
の
年
の
夏
五
月
、
天
皇
が
吉
野
の
離
宮
に
行
幸
さ
れ
た
時
、
山
部
宿
禰
赤
人
が
作
っ
た
歌

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2576
https://dcp.co.jp/manyo/sound/06-923
https://dcp.co.jp/manyots/?p=586


表示目次

み
吉
野
の
象
山
の
際
の
木
末
に
は

こ
こ
だ
も
さ
わ
ぐ
鳥
の
声
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
六
・ 
九
二
四
〉

　
山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌 



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

み
吉
野
の
象
山
の
際
の
木
末
に
は

こ
こ
だ
も
さ
わ
ぐ
鳥
の
声
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
六
・ 
九
二
四
〉

　
山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌 

 

山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌

 

吉
野
の
象
山
の
山
間
に
茂
り
立
つ
木
々
の
梢
に
は
（
た
く
さ
ん
の
鳥
が
い
て
）

 

こ
ん
な
に
も
さ
わ
が
し
く
鳴
く
鳥
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2578
https://dcp.co.jp/manyo/sound/06-924
https://dcp.co.jp/manyots/?p=594


表示目次

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ぬ
れ
ば

久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥  

し
ば
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
六
・ 

九
二
五
〉

　
山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌 



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ぬ
れ
ば

久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥  

し
ば
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
六
・ 

九
二
五
〉

　
山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌 

 

山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
　
反
歌

   

真
っ
暗
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

夜
が
更
け
て
い
き

  

久
木
が
生
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

清
い
川
原
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
鳥
が

 

し
き
り
に
鳴
い
て
い
る

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2580
https://dcp.co.jp/manyo/sound/06-925
https://dcp.co.jp/manyots/?p=597


表示目次

士
や
も
空
し
か
る
べ
き

万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て

ず
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  〈
巻
六
・ 
九
七
八
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
上
臣
憶
良
が
痾
に
沈
み
し
時
に
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

士
や
も
空
し
か
る
べ
き

万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て

ず
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  〈
巻
六
・ 
九
七
八
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
上
臣
憶
良
が
痾
に
沈
み
し
時
に
作
れ
る
歌

山
上
臣
憶
良
が
病
気
に
な
っ
た
時
に
作
っ
た
歌

     

男
子
た
る
も
の
む
な
し
く
生
涯
を
終
え
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
、

 

末
代
ま
で
語
り
継
が
れ
る
よ
う
な
立
派
な
名
を
立
て
な
い
で
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2582
https://dcp.co.jp/manyo/sound/06-978
https://dcp.co.jp/manyots/?p=134


表示目次

白
珠
は 

人
に
知
ら
え
ず 

知
ら
ず

と
も
よ
し 

知
ら
ず
と
も 
わ
れ
し

知
ら
れ
ば 

知
ら
ず
と
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
六
・ 

一
〇
一
八
〉

　
天
平
十
年
戊
寅
に
、
元
興
寺
の
僧
が
自
ら
嘆
く
歌
一
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

天
平
十
年
、
元
興
寺
の
僧
が
自
ら
を
嘆
い
て
詠
っ
た
歌

白
珠
は 

人
に
知
ら
え
ず 

知
ら
ず

と
も
よ
し 

知
ら
ず
と
も 
わ
れ
し

知
ら
れ
ば 

知
ら
ず
と
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
六
・ 

一
〇
一
八
〉

　
天
平
十
年
戊
寅
に
、
元
興
寺
の
僧
が
自
ら
嘆
く
歌
一
首

 （
海
中
深
く
堅
い
貝
に
納
ま
っ
た
）   

真
珠
は
人
に
は
知
ら
れ
な
い
、　
　
　
　
　
　
　  

知
ら
れ
な
く
て
も
よ
い
、

 

人
に
知
ら
れ
な
く
て
も
、   

　
　
　
　
　 
　
　 

私
さ
え
自
分
で
知
っ
て

 

い
れ
ば
、                                          

人
に
知
ら
れ
な
く
て
も
よ
い
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2584
https://dcp.co.jp/manyo/sound/06-1018
https://dcp.co.jp/manyots/?p=138


表示目次

あ
し
ひ
き
の
山
河
の
瀬
の
鳴
る
な

へ
に
弓
月
が
岳
に
雲
立
ち
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        〈
巻
七
・ 
一
〇
八
八
〉

　
雲
を
詠
め
る



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

あ
し
ひ
き
の
山
河
の
瀬
の
鳴
る
な

へ
に
弓
月
が
岳
に
雲
立
ち
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        〈
巻
七
・ 
一
〇
八
八
〉

　
雲
を
詠
め
る

雲
を
よ
む

山
間
を
流
れ
る
河
の
瀬
の
音
が
鳴
り
渡
っ
て
き
た
の
に
つ
れ
て

弓
月
が
岳
に
雲
が
む
く
む
く
と
立
ち
上
っ
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2586
https://dcp.co.jp/manyo/sound/07-1088
https://dcp.co.jp/manyots/?p=144


表示目次

命
を
し
幸
く
よ
け
む
と
石
走
る

垂
水
の
水
を
む
す
び
て
飲
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　  〈
巻
七
・ 
一
一
四
二
〉

摂
津
に
て
作
れ
る



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

命
を
し
幸
く
よ
け
む
と
石
走
る

垂
水
の
水
を
む
す
び
て
飲
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　  〈
巻
七
・ 
一
一
四
二
〉

摂
津
に
て
作
れ
る

摂
津
の
国
で
作
っ
た
（
歌
）

ど
う
か
こ
の
命
が
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

岩
と
岩
の
間
か
ら

垂
れ
落
ち
る
（
滴
り
落
ち
る
）
水
を
両
手
の
ひ
ら
を
結
ん
で
受
け
止
め
て
飲
ん
だ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=3217
https://dcp.co.jp/manyo/sound/07-1142
https://dcp.co.jp/manyots/?p=3196


表示目次

石
激
る
垂
水
の
上
の
さ
蕨
の

萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る

か
も
　
　
　
　
　       

〈
巻
八
・ 
一
四
一
八
〉

　
志
貴
皇
子
の
懽
び
の
御
歌
一
首



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

石
激
る
垂
水
の
上
の
さ
蕨
の

萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る

か
も
　
　
　
　
　       

〈
巻
八
・ 
一
四
一
八
〉

　
志
貴
皇
子
の
懽
び
の
御
歌
一
首

志
貴
皇
子
が
歓
び
の
心
を
詠
ん
だ
歌
一
首

 

岩
の
間
を
激
し
く
流
れ
落
ち
る
小
さ
な
滝
の
上
の
蕨
の

新
芽
の
萌
え
出
る
春
に
な
っ
た
も
の
だ
な
あ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2588
https://dcp.co.jp/manyo/sound/08-1418
https://dcp.co.jp/manyots/?p=146


表示目次

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来

し
吾
ぞ
野
を
な
つ
か
し
み
一
夜

寝
に
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
八
・ 
一
四
二
四
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

 

山
部
宿
禰
赤
人
の
歌

 

春
の
野
に
す
み
れ
を
摘
み
に
行
こ
う
と
い
っ
て
来
た
私
は
、

 

春
の
野
が
あ
ま
り
に
な
つ
か
し
い
の
で
一
夜
寝
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来

し
吾
ぞ
野
を
な
つ
か
し
み
一
夜

寝
に
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　           〈
巻
八
・ 
一
四
二
四
〉

山
部
宿
禰
赤
人
が
歌

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2590
https://dcp.co.jp/manyo/sound/08-1424
https://dcp.co.jp/manyots/?p=150


表示目次

山
部
宿
禰
赤
人
が
歌

 

明
日
よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と
標

め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は

降
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     〈
巻
八
・ 
一
四
二
七
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

山
部
宿
禰
赤
人
が
歌

 

山
部
宿
禰
赤
人
の
歌

 

明
日
よ
り
は
春
菜
摘
ま
む
と
標

め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は

降
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     〈
巻
八
・ 
一
四
二
七
〉

 

明
日
か
ら
春
の
若
菜
を
摘
も
う
と
私
の
摘
む
場
所
で
あ
る
と
標
識
を
立
て
た
野
に
、

 

昨
日
も
今
日
も
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2593
https://dcp.co.jp/manyo/sound/08-1427
https://dcp.co.jp/manyots/?p=153


表示目次

水
江
の
浦
島
の
子
を
よ
め
る
歌

 

春
の
日
の 

霞
め
る
時
に 

墨
吉
の 

岸
に
出
で
ゐ
て 

釣
船
の 

と
を
ら

ふ
見
れ
ば 
い
に
し
へ
の
こ
と
ぞ

思
ほ
ゆ
る 

水
江
の 
浦
島
の
子
が 

鰹
釣
り 

鯛
釣
り
ほ
こ
り 
七
日
ま

で 

家
に
も
来
ず
て 

海
界
を 
過
ぎ

て
漕
ぎ
行
く
に 

わ
た
つ
み
の 
神

の
女
に 

た
ま
さ
か
に 

い
漕
ぎ
向

ひ 

相
誂
ひ 

こ
と
成
り
し
か
ば 

か

き
結
び 

常
世
に
至
り 

わ
た
つ
み
の

　
　
　
　
　
　 

　



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

水
江
の
浦
島
の
子
を
よ
め
る
歌

 

春
の
日
の 

霞
め
る
時
に 

墨
吉
の 

岸
に
出
で
ゐ
て 

釣
船
の 

と
を
ら

ふ
見
れ
ば 
い
に
し
へ
の
こ
と
ぞ

思
ほ
ゆ
る 

水
江
の 
浦
島
の
子
が 

鰹
釣
り 

鯛
釣
り
ほ
こ
り 
七
日
ま

で 

家
に
も
来
ず
て 

海
界
を 
過
ぎ

て
漕
ぎ
行
く
に 

わ
た
つ
み
の 
神

の
女
に 

た
ま
さ
か
に 

い
漕
ぎ
向

ひ 

相
誂
ひ 

こ
と
成
り
し
か
ば 

か

き
結
び 

常
世
に
至
り 

わ
た
つ
み
の

　
　
　
　
　
　 

　

 
水
江
の
浦
島
の
子
を
詠
ん
だ
歌

 

春
の
日
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

霞
が
た
な
び
い
て
い
る
時
に
、                        

墨
吉
（
住
吉
）
の

 

海
岸
に
出
て
い
っ
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釣
舟
の
　 

　
　
　
　
　
　  

ゆ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば

　
昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る

水
江
の
　                          

浦
島
の
子
が

 

鰹
を
釣
り
　                      

鯛
を
釣
り
得
意
に
な
っ
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
日
間
も

家
に
も
帰
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

海
の
果
て
を
　
　
　
　
　   

過
ぎ
て

漕
い
で
行
く
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

海
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
神
の
　
　
　
　
　

  

乙
女
に
　
　
　       

偶
然
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

漕
い
で
行
っ
て
出
会
い
、　
　
　   

互
い
に
言
葉
を
か
け
合
っ
て      

話
し
が
ま
と
ま
っ
た
（
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）
の
で
、      

か
た
く

 

約
束
し
て
、　
　
　
　
　   

不
老
不
死
の
仙
境
に
至
り
、　
　
　
　
　
　  

海
の

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2595
https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-174001.mp3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=616


表示目次

神
の
宮
の 

内
の
重
の 

妙
な
る
殿

に 
携
は
り 

ふ
た
り
入
り
ゐ
て 

老

い
も
せ
ず 
死
に
も
せ
ず
し
て 

な

が
き
世
に 
あ
り
け
る
も
の
を 

世

の
中
の 

愚
か
人
の 
吾
妹
子
に 

告

げ
て
語
ら
く 

し
ま
し
く
は 

家
に

帰
り
て 

父
母
に 

こ
と
も
告
ら
ひ 

明
日
の
ご
と 

わ
れ
は
来
な
む
と 

言
ひ
け
れ
ば 

妹
が
い
へ
ら
く 
常

世
辺
に 

ま
た
帰
り
来
て 

今
の
ご

と 

逢
は
む
と
な
ら
ば 

こ
の
櫛
笥 



次
の
頁
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

神
の
宮
の 

内
の
重
の 

妙
な
る
殿

に 
携
は
り 

ふ
た
り
入
り
ゐ
て 

老

い
も
せ
ず 
死
に
も
せ
ず
し
て 

な

が
き
世
に 
あ
り
け
る
も
の
を 

世

の
中
の 

愚
か
人
の 
吾
妹
子
に 

告

げ
て
語
ら
く 

し
ま
し
く
は 

家
に

帰
り
て 

父
母
に 

こ
と
も
告
ら
ひ 

明
日
の
ご
と 

わ
れ
は
来
な
む
と 

言
ひ
け
れ
ば 

妹
が
い
へ
ら
く 
常

世
辺
に 

ま
た
帰
り
来
て 

今
の
ご

と 

逢
は
む
と
な
ら
ば 

こ
の
櫛
笥 

 

神
の
宮
の
、　
　
　
　
　
　                

内
側
（
奥
）
の
囲
い
の
中
の
　
　
　  

立
派
な
御
殿
に

手
を
携
え
て
（
取
っ
て
）      

二
人
で
入
っ
て
（
住
み
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
い
も

 

せ
ず
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

死
に
も
せ
ず
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
が
い

 

間
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

暮
ら
し
て
い
た
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

世
に
も

 

ま
あ
、　
　
　
　
　
　
　
　  

愚
か
者
の
（
浦
島
の
子
）
が
、　
　
　
自
分
の
妻
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
げ
て

 

言
う
に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

し
ば
ら
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

家
に
帰
っ
て

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

父
母
に
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ
と
の
次
第
を
も
話
し
、

 

明
日
に
な
れ
ば
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
必
ず
帰
っ
て
来
る
と

言
っ
た
の
で
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
が
い
う
に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
境
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま
た
帰
っ
て
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
よ
う
に

　
　
　
　  

会
お
う
（
一
緒
に
暮
ら
そ
う
）
と
思
う
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ
の
櫛
笥
（
竹
製
の
く
し
箱
）

https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-174002.mp3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=616
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2595


表示目次

開
く
な
ゆ
め
と 

そ
こ
ら
く
に 

堅

め
し
言
を 

墨
吉
に 

帰
り
来
り
て 

家
見
れ
ど 
家
も
見
か
ね
て 

里
見

れ
ど 

里
も
見
か
ね
て 

あ
や
し
と 

そ
こ
に
思
は
く 
家
ゆ
出
で
て 

三

歳
の
間
に 

垣
も
な
く 
家
う
せ
め

や
と 

こ
の
筥
を 

開
き
て
見
て
ば 

も
と
の
ご
と 

家
は
あ
ら
む
と 
玉

櫛
笥 

少
し
開
く
に 

白
雲
の 

筥
よ

り
出
で
て 

常
世
辺
に 

た
な
び
き

ぬ
れ
ば 

立
ち
走
り 

叫
び
袖
振
り



次
の
頁
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

開
く
な
ゆ
め
と 

そ
こ
ら
く
に 

堅

め
し
言
を 

墨
吉
に 

帰
り
来
り
て 

家
見
れ
ど 
家
も
見
か
ね
て 

里
見

れ
ど 

里
も
見
か
ね
て 

あ
や
し
と 

そ
こ
に
思
は
く 
家
ゆ
出
で
て 

三

歳
の
間
に 

垣
も
な
く 
家
う
せ
め

や
と 

こ
の
筥
を 

開
き
て
見
て
ば 

も
と
の
ご
と 

家
は
あ
ら
む
と 
玉

櫛
笥 

少
し
開
く
に 

白
雲
の 

筥
よ

り
出
で
て 

常
世
辺
に 

た
な
び
き

ぬ
れ
ば 

立
ち
走
り 

叫
び
袖
振
り

 

け
っ
し
て
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
、　
　
　
　
　
　
　
く
れ
ぐ
れ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
く

 （
繰
り
返
し
）
言
っ
た
の
に
、              

墨
吉
（
住
吉
）
に
　
　
　
　
帰
っ
て
来
て          

 （
自
分
の
）
家
を
見
よ
う
と
し
て
も
、  

家
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、　
　
　
　
　
　
　       （
自
分
の
）
里
を

 

見
よ
う
と
し
て
も
、
里
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、                                 

こ
れ
は
変
だ
と
思
い
、  

 

そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
を
出
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

三
年
の

 

間
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

垣
根
も
な
く
な
り
、　
　
　
　
　
　
　
家
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ

 

う
は
ず
が
な
い
。    

こ
の
箱
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

開
い
て
み
れ
ば
、

 

も
と
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
は
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
い

 

櫛
笥
を
　
　
　
　   

少
し
開
け
た
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
雲
が
　
　
　
　
　
　
　   

箱
か
ら
出
て

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

仙
境
の
方
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
び
い
て
い
っ
た
の
で
、

 （
そ
の
白
雲
を
取
り
戻
そ
う
と
）
立
ち
上
が
っ
て
走
り
出
し
、　
　
　
　
叫
ん
で
袖
を
振
り
、

https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-174003.mp3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=616
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2595


表示目次

反
側
び 

足
ず
り
し
つ
つ 

た
ち
ま

ち
に 
心
消
う
せ
ぬ 

若
か
り
し 

膚

も
皺
み
ぬ 
黒
か
り
し 

髪
も
白
け

ぬ 

ゆ
な
ゆ
な
は 
息
さ
へ
絶
え
て 

後
つ
ひ
に 

命
死
に
け
る 

水
江
の 

浦
島
の
子
が 

家
地
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
九
・ 
一
七
四
〇
〉



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

反
側
び 

足
ず
り
し
つ
つ 

た
ち
ま

ち
に 
心
消
う
せ
ぬ 

若
か
り
し 

膚

も
皺
み
ぬ 
黒
か
り
し 

髪
も
白
け

ぬ 

ゆ
な
ゆ
な
は 
息
さ
へ
絶
え
て 

後
つ
ひ
に 

命
死
に
け
る 

水
江
の 

浦
島
の
子
が 

家
地
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
巻
九
・ 
一
七
四
〇
〉

 

転
げ
回
り
、　
　
　
　
　
　
　 

足
を
す
り
あ
わ
せ
て
身
も
だ
え
し
て
嘆
き
つ
つ                 

た
ち
ま
ち
に

 

　
　
　
　
　
　
　
　
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肌
も

 

　
　
　  

皺
だ
ら
け
に
な
り
、　
　
　
　 

黒
か
っ
た                                         

髪
も
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

　
　
　      

の
ち
の
ち
に
は
（
つ
い
に
は
）　
　
　
　
　
　
　 

息
さ
え
絶
え
絶
え
と
な
り

 

そ
の
後
に
（
と
う
と
う
）　
　
　
　
　
　
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
水
江
の

 

浦
島
の
子
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
が
あ
っ
た
あ
た
り
が
見
え
る
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-174004
https://dcp.co.jp/manyots/?p=616
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2595


表示目次

常
世
辺
に
住
む
べ
き
も
の
を

剣
刀
な
が
心
か
ら
お
そ
や
こ
の
君

　
　
　
　
　              

〈
巻
九
・ 
一
七
四
一
〉

　
高
橋
虫
麿
の
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

常
世
辺
に
住
む
べ
き
も
の
を

剣
刀
な
が
心
か
ら
お
そ
や
こ
の
君

　
　
　
　
　              

〈
巻
九
・ 
一
七
四
一
〉

　
高
橋
虫
麿
の
反
歌

高
橋
虫
麿
の
反
歌

 

不
老
不
死
の
仙
境
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、

                        

自
分
の
心
に
よ
っ
て
（
そ
れ
を
捨
て
て
し
ま
い
）
な
ん
と
愚
か
な
こ
と
だ
な
あ
、
こ
の
人
は
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-174100.mp3
https://dcp.co.jp/manyots/?p=616
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2595


表示目次

旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら

ば
吾
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
巻
九
・ 
一
七
九
一
〉

　
天
平
五
年
癸
酉
、
遣
唐
使
の
船
、
難
波
を
立
ち
て
海
に
入
る
時
、
母
が
子

   

に
贈
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら

ば
吾
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
巻
九
・ 
一
七
九
一
〉

　
天
平
五
年
癸
酉
、
遣
唐
使
の
船
、
難
波
を
立
ち
て
海
に
入
る
時
、
母
が
子

   

に
贈
れ
る
歌

天
平
五
年
、
遣
唐
使
の
船
が
難
波
の
港
を
出
発
し
よ
う
と
す
る
時
、
母
が
子
に
贈
っ
た
歌

 

旅
人
達
が
野
宿
す
る
野
に
霜
が
降
り
た
な
ら

ど
う
か
吾
が
子
を
そ
の
羽
を
広
げ
て
温
め
て
お
く
れ
、　
　
　
　
天
に
舞
う
鶴
の
群
れ
達
よ
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2610
https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-1791
https://dcp.co.jp/manyots/?p=155


表示目次

高
橋
虫
麻
呂
、
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
よ
め
る
歌

 

鶏
が
鳴
く 

あ
づ
ま
の
国
に 

い
に

し
へ
に 
あ
り
け
る
事
と 

今
ま
で

に 

絶
え
ず
言
ひ
来
る 

勝
鹿
の 

真

間
の
手
児
奈
が 
麻
衣
に 

青
衿
着

け 

ひ
た
さ
麻
を 
裳
に
は
織
り

着
て 

髪
だ
に
も 

掻
き
は
梳
ら
ず 

く
つ
を
だ
に 

穿
か
ず
行
け
ど
も 

錦
綾
の 

中
に
つ
つ
め
る 

斎
児
も 

妹
に
し
か
め
や 

望
月
の 

足
れ
る

面
わ
に 

花
の
ご
と 

笑
み
て
立
て



次
の
頁
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

高
橋
虫
麻
呂
、
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
よ
め
る
歌

 

鶏
が
鳴
く 

あ
づ
ま
の
国
に 

い
に

し
へ
に 
あ
り
け
る
事
と 

今
ま
で

に 

絶
え
ず
言
ひ
来
る 

勝
鹿
の 

真

間
の
手
児
奈
が 
麻
衣
に 

青
衿
着

け 

ひ
た
さ
麻
を 
裳
に
は
織
り

着
て 

髪
だ
に
も 

掻
き
は
梳
ら
ず 

く
つ
を
だ
に 

穿
か
ず
行
け
ど
も 

錦
綾
の 

中
に
つ
つ
め
る 

斎
児
も 

妹
に
し
か
め
や 

望
月
の 

足
れ
る

面
わ
に 

花
の
ご
と 

笑
み
て
立
て

高
橋
虫
麻
呂
が
、
葛
飾
の
真
間
に
住
ん
で
い
た
娘
の
伝
説
を
詠
ん
だ
歌

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

東
国
に
昔
あ
っ
た
事
と
し
て
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
ま
で

　
　
　
　 

ず
っ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

葛
飾
の
真
間
の
手
児
奈
が
、

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
麻
の
衣
に
青
い
襟
を
つ
け
、

　
　
　
　   

純
麻
（
粗
末
な
衣
を
作
る
材
料
）
で
織
っ
た
裳
（
腰
か
ら
下
に
ま
と
っ
た
衣
服
の
総
称
）
を
着
て
、

　
　
　
　               

髪
さ
え
も
櫛
で
と
か
し
も
せ
ず
、

 

く
つ
さ
え
は
か
ず
に
行
く
の
だ
け
れ
ど
も
、

 

錦
や
綾
で
織
っ
た
高
価
な
衣
の
中
に
包
ん
で
育
て
ら
れ
た
良
家
の
子
女
も

 

こ
の
子
（
手
児
奈
）
に
と
う
て
い
及
ば
な
い
。
　
　
　 

満
月
の
よ
う
に
ま
ん
ま
る
い
豊
か
な
顔
で

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
よ
う
に
笑
っ
て
立
っ
て
い
る
と
、

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=3241
https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-1807-1
https://dcp.co.jp/manyots/?p=3232


表示目次

れ
ば 
夏
虫
の 

火
に
入
る
が
ご
と 

水
門
入
り
に 

舟
榜
ぐ
ご
と
く 

行

き
か
ぐ
れ 
人
の
言
ふ
時 

幾
許
も 

生
け
ら
じ
も
の
を 

何
す
と
か 

身

を
た
な
知
り
て 
浪
の
音
の 

騒
く

湊
の 

奥
津
城
に 

妹
が
臥
せ
る 

遠

き
代
に 

あ
り
け
る
こ
と
を 
昨
日

し
も 

見
け
む
が
ご
と
も 

思
ほ
ゆ

る
か
も
　
　
　
　
　
　〈
巻
九
・ 

一
八
○
七
〉                      



次
の
歌
へ

前
の
頁
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

れ
ば 
夏
虫
の 

火
に
入
る
が
ご
と 

水
門
入
り
に 

舟
榜
ぐ
ご
と
く 

行

き
か
ぐ
れ 
人
の
言
ふ
時 

幾
許
も 

生
け
ら
じ
も
の
を 

何
す
と
か 

身

を
た
な
知
り
て 
浪
の
音
の 

騒
く

湊
の 

奥
津
城
に 

妹
が
臥
せ
る 

遠

き
代
に 

あ
り
け
る
こ
と
を 
昨
日

し
も 

見
け
む
が
ご
と
も 

思
ほ
ゆ

る
か
も
　
　
　
　
　
　〈
巻
九
・ 

一
八
○
七
〉

　
　
　
　
　   

 
　
　
　
　
　
　
　   

夏
虫
が
火
に
入
る
よ
う
に
、

 

港
に
船
を
漕
ぎ
入
れ
る
よ
う
に
、

 

吸
い
寄
せ
ら
れ
、　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
求
婚
し
た
そ
の
時
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ば
く
も
生
き
て

 

い
か
れ
な
い
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
だ
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　   

自
分 

を

一
途
に
思
い
つ
め
て
（
海
に
身
を
投
げ
死
ん
で
し
ま
っ
た
）。
波
の
音
の
騒
が
し
い

 

港
の
墓
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

娘
は
眠
っ
て
い
る
。

 

遠
い
昔
に
あ
っ
た
こ
と
が
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

昨
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　 

見
た
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-1807-2
https://dcp.co.jp/manyots/?p=3232
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=3241
https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=3241


表示目次

勝
鹿
の
真
間
の
井
見
れ
ば
立
ち

平
し
水
汲
ま
し
け
む
手
児
奈
し

思
ほ
ゆ                    

〈
巻
九
・ 
一
八
○
八
〉                      

高
橋
虫
麻
呂
、
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
よ
め
る
歌
の
反
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

勝
鹿
の
真
間
の
井
見
れ
ば
立
ち

平
し
水
汲
ま
し
け
む
手
児
奈
し

思
ほ
ゆ                    

〈
巻
九
・ 
一
八
○
八
〉                      

高
橋
虫
麻
呂
、
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
よ
め
る
歌
の
反
歌

葛
飾
の
真
間
の
井
戸
を
見
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

地
が
平
に
な
る
ま
で
立
ち
踏
み
固
め
て
水
を
汲
ん
だ
で
あ
ろ
う
手
児
奈
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=3251
https://dcp.co.jp/manyo/sound/09-1808
https://dcp.co.jp/manyots/?p=3232


表示目次

君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば

吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま
せ

                               

〈
巻
十
五
・ 
三
五
八
〇
〉

新
羅
に
遣
は
さ
れ
し
使
人
等
、
別
れ
を
悲
し
み
て
贈
答
し
、
ま
た
海
路
に

て
情
を
慟
み
思
ひ
を
陳
べ
、
ま
た
所
に
あ
た
り
て
誦
す
る
古
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば

吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま
せ

                               

〈
巻
十
五
・ 
三
五
八
〇
〉

新
羅
に
遣
は
さ
れ
し
使
人
等
、
別
れ
を
悲
し
み
て
贈
答
し
、
ま
た
海
路
に

て
情
を
慟
み
思
ひ
を
陳
べ
、
ま
た
所
に
あ
た
り
て
誦
す
る
古
歌

 

遣
新
羅
使
の
一
行
が
、
別
離
の
悲
し
み
を
歌
に
詠
み
合
い
、
ま
た
航
海
の
途
中
に
寂
し
さ
を
嘆
き
思
い
を
陳
べ
、
ま
た
場
所
に
即
し
て

 

詠
ん
だ
古
い
歌

 

あ
な
た
が
行
く
長
い
航
海
で
あ
な
た
が
宿
る
港
の
宿
に
霧
が
た
ち
込
め
た
な
ら
、

 

あ
な
た
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
つ
つ
一
人
で
待
つ
私
の
吐
息
だ
と
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2613
https://dcp.co.jp/manyo/sound/15-3580
https://dcp.co.jp/manyots/?p=181


表示目次

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌

君
が
行
く
道
の
長
手
を
繰
り
畳
ね

焼
き
滅
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も                               

　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
十
五
・ 
三
七
二
四
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌

 

中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
の
贈
答
歌

君
が
行
く
道
の
長
手
を
繰
り
畳
ね

焼
き
滅
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も                               

　
　
　
　
　
　
　
　   

〈
巻
十
五
・ 
三
七
二
四
〉

  

あ
な
た
が
流
さ
れ
て
行
く
（
流
刑
地
に
向
か
う
）
長
い
道
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
た
ん
で
、

  

焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
天
の
火
が
欲
し
い
も
の
で
す
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2616
https://dcp.co.jp/manyo/sound/15-3724
https://dcp.co.jp/manyots/?p=186


表示目次

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌

我
妹
子
が
形
見
の
衣
な
か
り
せ
ば

何
物
も
て
か
命
継
が
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
巻
十
五
・ 
三
七
三
三
〉



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌

 

中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
の
贈
答
歌

我
妹
子
が
形
見
の
衣
な
か
り
せ
ば

何
物
も
て
か
命
継
が
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
巻
十
五
・ 
三
七
三
三
〉

 

妻
が
形
見
と
し
て
持
た
せ
て
く
れ
た
こ
の
衣
が
な
か
っ
た
な
ら

 

何
を
支
え
に
命
を
つ
な
い
で
（
生
き
て
）
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2618
https://dcp.co.jp/manyo/sound/15-3733
https://dcp.co.jp/manyots/?p=190


表示目次

帰
り
け
る
人
来
た
れ
り
と
言
ひ

し
か
ば
ほ
と
ほ
と
死
に
き
君
か

と
思
ひ
て
　
　
　
　  

〈
巻
十
五
・ 
三
七
七
二
〉

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

帰
り
け
る
人
来
た
れ
り
と
言
ひ

し
か
ば
ほ
と
ほ
と
死
に
き
君
か

と
思
ひ
て
　
　
　
　  

〈
巻
十
五
・ 
三
七
七
二
〉

　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
贈
り
答
え
る
歌

 

中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
と
の
贈
答
歌

  （
恩
赦
で
流
刑
地
か
ら
）
帰
っ
た
人
が
来
て
い
ま
す
と
人
が
言
っ
た
の
で
、

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
死
ぬ
思
い
だ
っ
た
の
に
、
あ
な
た
か
と
思
っ
て
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2620
https://dcp.co.jp/manyo/sound/15-3772
https://dcp.co.jp/manyots/?p=192


表示目次

春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花

下
照
る
道
に
出
で
立
つ
を
と
め

                               

〈
巻
十
九
・ 
四
一
三
九
〉

　
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
、
春
の
苑
の
桃
李
の
花
を
眺
て
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花

下
照
る
道
に
出
で
立
つ
を
と
め

                               

〈
巻
十
九
・ 
四
一
三
九
〉

　
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
、
春
の
苑
の
桃
李
の
花
を
眺
て
作
れ
る
歌

天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
夕
方
、
春
の
園
の
桃
の
花
を
見
て
作
っ
た
歌

 

春
の
園
に
紅
色
に
美
し
く
咲
い
て
い
る
桃
の
花
、　
　
　

 

花
の
色
が
美
し
く
照
り
輝
く
下
道
に
立
っ
て
い
る
可
憐
な
少
女
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2622
https://dcp.co.jp/manyo/sound/19-4139
https://dcp.co.jp/manyots/?p=196


表示目次

父
母
が
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て

言
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る

                               

〈
巻
二
十
・ 
四
三
四
六
〉

　
駿
河
の
国
、
丈
部
稲
麿
の
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

父
母
が
頭
掻
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て

言
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る

                               

〈
巻
二
十
・ 
四
三
四
六
〉

　
駿
河
の
国
、
丈
部
稲
麿
の
作
れ
る
歌

駿
河
の
国
、
丈
部
稲
麿
の
作
っ
た
歌

 （
防
人
と
し
て
出
発
す
る
日
の
朝
）
父
と
母
が
私
の
頭
を
何
度
も
掻
き
撫
で
、「
ど
う
か
無
事
で
い
ま
す
よ
う
に
」

 

と
言
っ
て
く
れ
た
あ
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2624
https://dcp.co.jp/manyo/sound/20-4346
https://dcp.co.jp/manyots/?p=199


表示目次

唐
衣
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら

を
置
き
て
ぞ
来
ぬ
や
母
な
し
に

し
て
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
十
・ 
四
四
〇
一
〉

　
信
濃
の
国
、
他
田
舎
人
大
島
の
作
れ
る
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

唐
衣
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら

を
置
き
て
ぞ
来
ぬ
や
母
な
し
に

し
て
　
　
　
　
　
　  

〈
巻
二
十
・ 
四
四
〇
一
〉

　
信
濃
の
国
、
他
田
舎
人
大
島
の
作
れ
る
歌

信
濃
の
国
、
他
田
舎
人
大
島
の
作
っ
た
歌

 

私
の
唐
ふ
う
の
衣
の
裾
に
す
が
り
つ
い
て
泣
く
子
供
達
を

置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
な
あ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

母
親
も
い
な
い
の
に
。

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2626
https://dcp.co.jp/manyo/sound/20-4401
https://dcp.co.jp/manyots/?p=202


表示目次

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の

今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事

                               

〈
巻
二
十
・ 
四
五
一
六
〉

三
年
春
正
月
一
日
、
因
幡
の
国
の
庁
に
て
、
饗
を
国
郡
司
等
に
賜
へ
る
宴

の
歌



次
の
歌
へ

前
の
歌
へ

目次 朗読音声解説サイト語句解説 非表示

新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の

今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事

                               

〈
巻
二
十
・ 
四
五
一
六
〉

三
年
春
正
月
一
日
、
因
幡
の
国
の
庁
に
て
、
饗
を
国
郡
司
等
に
賜
へ
る
宴

の
歌

 

大
伴
家
持
が
天
平
三
年
春
正
月
一
日
に
、
因
幡
の
国
の
庁
舎
で
、
ご
ち
そ
う
を
国
や
郡
の
役
人
達
に
も
て
な
し
た
酒
宴
の
歌

 

新
し
い
年
の
初
め
の
初
春
の
、　 

 

今
日
の
よ
き
日
に
降
る
雪
の
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
重
な
れ
め
で
た
き
吉
事
よ
。

当
社
に
つ
い
て
（
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
表
示
・
お
問
い
合
わ
せ
）

https://dcp.co.jp/manyots/?page_id=2628
https://dcp.co.jp/manyo/sound/20-4516
https://dcp.co.jp/manyots/?p=204
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